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市
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

広報平成21年（2009年）5月1日 〔第610号〕 �

市
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

市
民
と
と
も
に
考
え

と
も
に
歩
む
「
阿
南
市
」
を
め
ざ
し
ま
す
。

組
織
機
構
に
つ
い
て

　

企
画
総
務
部
を
企
画
部
と
総
務
部

に
分
割
・
再
編
し
、
機
能
強
化
と
事

務
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

企
画
部
は
、
秘
書
広
報
課
、
人
事

課
、
企
画
政
策
課
、
Ｉ
Ｔ
推
進
課
と

し
、
企
画
政
策
課
内
に
行
政
情
報
室

を
置
き
、
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

　

総
務
部
に
は
、
財
政
課
、
管
財
課
、

税
務
課
、
納
税
課
、
市
民
安
全
局
を

配
置
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

市
民
部
の
保
険
年
金
課
を
保
健
福

祉
部
へ
移
管
し
、
国
民
健
康
保
険
業

務
と
保
健
セ
ン
タ
ー
業
務
の
連
携
を

　
本
格
的
な
地
方
分
権
化
の
時
代
を
迎
え
る
な

か
、
市
の
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
多
様
な
行

政
課
題
に
的
確
・
迅
速
に
対
応
し
、
当
面
す
る

事
務
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
行
政
運
営
の
さ
ら
な
る
効
率
化
も

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

行
財
政
改
革
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
の
推
進
に

つ
い
て
も
十
分
に
配
意
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
、
平
成
21
年
度

の
組
織
機
構
に
つ
い
て
は
、
事
務
事
業
の
よ
り

効
率
的
・
効
果
的
な
推
進
を
図
る
観
点
か
ら
、

部
・
課
の
再
編
を
行
う
な
ど
必
要
な
見
直
し
を

行
い
、
事
務
執
行
体
制
の
整
備
を
図
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。



広報 平成21年（2009年）5月1日 〔第610号〕�

強
化
す
る
と
と
も
に
所
管
す
る
制
度

間
の
整
合
性
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

産
業
部
で
は
、
農
地
整
備
課
の
庶

務
係
と
管
理
係
を
統
合
し
、「
庶
務

管
理
係
」
と
し
ま
し
た
。

　

消
防
本
部
で
は
、
危
機
管
理
体
制

の
整
備
を
図
る
た
め
新
た
に
警
防
課

を
設
置
し
て
、
警
防
係
、
消
防
団
係

の
２
係
を
置
き
、
災
害
発
生
時
の
対

応
等
に
あ
た
っ
て
の
指
揮
系
統
、
及

び
他
機
関
と
の
調
整
機
能
の
充
実
を

図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、

総
務
課
を
庶
務
係
、
企
画
係
の
２
係

と
し
、
消
防
署
内
３
課
の
名
称
を
警

防
課
か
ら
消
防
課
に
改
め
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

事
務
分
掌
関
係

　

課
の
再
編
に
伴
う
部
間
の
事
務
の

移
動
の
ほ
か
、
基
本
的
に
各
所
属
ご

と
の
所
管
事
務
に
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
人
事
異
動
あ
た
っ
て
は
、

業
務
の
継
続
性
等
に
も
可
能
な
限
り

配
意
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
組

織
の
改
編
及
び
退
職
者
数
と
の
関
係

か
ら
異
動
は
比
較
的
大
き
い
も
の
と

な
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
人
員
で
は
あ
り
ま
す
が
、

各
部
署
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
創
意
工

夫
を
し
、
業
務
の
円
滑
な
執
行
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲４月１日、市職員の人事異動に伴う辞令交付式が行
われ、職員を前に岩浅市長は、「市民の目線に立って、
より大きな耳で、市民の声を聞くように」との訓示
がなされました。

異い

動ど
う

後ご

の
配は
い

置ち

（
主
幹
級
以
上
）

＊

■
企き

画か
く

部ぶ

企
画
部
長　
　
　
　

服
部　
　

常
悦

秘
書
広
報
課
長　
　

岩
崎　

小
枝
子

人
事
課
長　
　
　
　

阿
部　
　

里
司

企
画
政
策
課
長　
　

西
田　
　
　

修

Ｉ
Ｔ
推
進
課
長　
　

戸
根　
　

英
喜

行
政
情
報
室
長　
　

福
谷　

美
樹
夫

■
総そ

う

務む

部ぶ

総
務
部
長　
　
　
　

惠
来　
　

和
男

財
政
課
長　
　
　
　

東
條　
　

盛
彦

管
財
課
長　
　
　
　

菊
野　
　

和
彦

税
務
課
長　
　
　
　

豊
内　
　

照
子

納
税
課
長　
　
　
　

中
西　
　

義
郎

市
民
安
全
局
長　
　

尾
崎　
　

義
治

財
政
課
主
幹　
　
　

仁
木　
　

仁
美

納
税
課
主
幹　
　
　

稲
村　
　

良
秋

市
民
安
全
局
主
幹　

浅
野　
　

亮
一

■
市し

民み
ん

部ぶ

市
民
部
長　
　
　
　

廣
瀬　
　

春
幸

市
民
部
理
事
・
地
域
支
援
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

待
田　
　

泰
信

市
民
部
参
事
・
葬
斎
場
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
川　
　

栄
治

市
民
生
活
課
長　
　

埴
渕　
　

絹
代

那
賀
川
支
所
長　
　

多
田　

タ
カ
子

羽
ノ
浦
支
所
長　
　

岩
崎　
　

英
世

人
権
啓
発
課
長　
　

酒
井　
　

勝
治

男
女
共
同
参
画
室
長

　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　
　

徳
江

環
境
保
全
課
長　
　

佐
々
木　

延
一

文
化
振
興
課
長
・
文
化
会
館
長
兼
・

市
民
会
館
長
兼
・
阿
波
公
方
・
民
俗

資
料
館
長
兼
・
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

所
長
兼　
　
　
　
　

山
本　
　

一
良

市
民
会
館
次
長　
　

福
長　
　
　

理

■
環か

ん

境き
ょ
う

管か
ん

理り

部ぶ

環
境
管
理
部
長　
　

山
本　

日
出
夫

環
境
管
理
部
参
事
・
環
境
管
理
課
長

事
務
取
扱　
　
　
　

松
本　
　

秀
行

環
境
管
理
部
参
事
・
ク
リ
ー
ン
ピ
ュ

ア
所
長
事
務
取
扱　

中
岡　
　

久
芳

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　
　

義
彦

環
境
整
備
課
長　
　

河
井　
　

敏
之

環
境
管
理
事
務
所
長
・
環
境
管
理
事

務
所
生
活
環
境
課
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　
　

奉
文

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

木
下　
　

弘
幸

環
境
整
備
課
主
幹　

西
野　
　

孝
則

環
境
管
理
事
務
所
生
活
環
境
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
坂　
　

國
行

■
保ほ

健け
ん

福ふ
く

祉し

部ぶ

保
健
福
祉
部
長　
　

和
泉　
　

正
信

保
健
福
祉
部
理
事
・
福
祉
事
務
所
長

事
務
取
扱　
　
　
　

日
下　
　

準
二

保
健
福
祉
部
参
事
・
こ
ど
も
課
長
事

務
取
扱　
　
　
　
　

尾
崎　
　

正
憲

介
護
保
険
課
長　
　

福
島　
　

民
雄

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
・
阿
南
ひ
ま
わ

り
会
館
長
兼　
　
　

井
坂　
　
　

稔

保
険
年
金
課
長　
　

佐
野　
　

泰
弘

加
茂
谷
診
療
所
長
・
伊
島
診
療
所
長

兼　
　
　
　
　
　
　

湯
浅　
　

亮
一

福
祉
課
長　
　
　
　

森　
　
　

眞
一

な
が
い
き
課
長　
　

西
川　
　

孝
子

介
護
保
険
課
主
幹　

高
島　
　

武
己

保
健
セ
ン
タ
ー
主
幹　

　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　
　

絹
子

こ
ど
も
相
談
室
長　

西
岡　
　

由
紀

■
産さ

ん

業ぎ
ょ
う

部ぶ

産
業
部
長　
　
　
　

寺
澤　
　

雅
喜

産
業
部
参
事
・
農
林
水
産
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

中
田　
　

正
行

農
地
整
備
課
長
・
水
質
障
害
対
策
処

理
場
長
兼　
　
　
　

粟
飯
原　

佳
明

商
工
観
光
労
政
課
長
・
社
会
福
祉
会

館
長
兼
・
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
所

長
兼
・
勤
労
女
性
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・

４
月
１
日
付
け
職
員
定
期
異
動
に
よ
り
、
主
幹
級
以
上
の
配
置

は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

職し
ょ
く

員い
ん

定て
い

期き

異い

動ど
う

を
発は

つ

令れ
い

ー
異い

動ど
う

総そ
う

数す
う　

３
５
６
人
ー



広報平成21年（2009年）5月1日 〔第610号〕 �

公
方
の
郷
な
か
が
わ
所
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　
　
　

績

企
業
振
興
課
長　
　

広
瀬　
　

義
裕

船
瀬
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

陶
久　
　

敏
郎

■
建け

ん

設せ
つ

部ぶ

建
設
部
長　
　
　
　

満
石　
　

正
規

建
設
部
理
事
・
特
定
事
業
部
理
事
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

平
木　
　
　

茂

建
設
部
参
事
・
土
木
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

喜
多　
　

雅
文

工
事
検
査
課
長　
　

原
田　
　

廣
美

住
宅
建
築
課
長　
　

天
野　
　

泰
宏

維
持
管
理
課
長　
　

横
手　
　

周
次

公
園
緑
地
課
長　
　

尾
崎　
　

隆
之

維
持
管
理
課
主
幹　

南
部　
　
　

巧

公
園
緑
地
課
主
幹　

石
居　
　
　

玄

■
特と

く

定て
い

事じ

業ぎ
ょ
う

部ぶ

特
定
事
業
部
長　
　

石
川　
　
　

明

特
定
事
業
部
参
事
・
特
定
事
業
推
進

課
長
事
務
取
扱　
　

井
出　
　

眞
人

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

鳥
海　
　
　

勉

下
水
道
課
長　
　
　

原　
　
　
　

務

特
定
事
業
推
進
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

森
本　
　

誠
幸

特
定
事
業
推
進
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
原　
　

敏
男

下
水
道
課
主
幹　
　

秋
本　
　

卓
巳

■
会か

い

計け
い

管か
ん

理り

者し
ゃ

会
計
管
理
者
・
会
計
課
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

尾
山　
　

勝
敏

■
会か

い

計け
い

課か

会
計
課
主
幹　
　
　

増
田　
　

和
子

■
水す

い

道ど
う

部ぶ

水
道
部
長　
　
　
　

松
田　
　

道
明

業
務
課
長　
　
　
　

吉
澤　
　

健
二

工
務
課
長　
　
　
　

篠
原　
　

明
広

業
務
課
主
幹　
　
　

三
木
野　

文
秋

工
務
課
主
幹　
　
　

湯
浅　
　

政
之

■
教き

ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

教
育
次
長
・
科
学
セ
ン
タ
ー
館
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂　
　

敏
春

教
育
委
員
会
理
事
・
阿
南
図
書
館
長

事
務
取
扱
・
那
賀
川
図
書
館
長
兼
・

羽
ノ
浦
図
書
館
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

米
沢　
　

敏
信

教
育
委
員
会
参
事
・
学
校
給
食
課
長

事
務
取
扱
・
阿
南
第
一
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
・
那
賀
川
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・
羽
ノ
浦
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

岸
本　
　

又
則

総
務
課
長　
　
　
　

豊
田　
　

弘
之

学
校
教
育
課
長　
　

坪
井　
　

次
郎

生
涯
学
習
課
長
・
ふ
る
さ
と
館
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

笠
原　
　

光
男

人
権
教
育
課
長　
　

前
川　
　

裕
之

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
・
橘
体
育
館
長

兼
・
ス
ポ
ー
ツ
総
合
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
・
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
・

武
道
館
長
兼
・
那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
・
春
日
野
体
育
館
長

兼
・
羽
ノ
浦
総
合
国
民
体
育
館
長
兼

　
　
　
　
　
　
　
　

岐　
　
　

祐
司

南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

　
　
　
　
　
　
　
　

広
井　
　

正
明

総
務
課
主
幹　
　
　

吉
田　
　
　

裕

学
校
教
育
課
主
幹　

一
楽　
　

明
美

学
校
教
育
課
主
幹　

鎌
田　
　

二
洋

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹

　
　
　
　
　
　
　
　

田
上　
　

重
之

■
消し

ょ
う

防ぼ
う

本ほ
ん

部ぶ

消
防
長　
　
　
　
　

日
根　
　

吉
廣

消
防
次
長
・
消
防
署
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

一
ノ
宮　

三
郎

消
防
本
部
参
事
・
総
務
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

三
川　
　

昌
典

消
防
本
部
参
事
・
予
防
課
長
事
務
取

扱　
　
　
　
　
　
　

是
松　
　
　

司

消
防
副
署
長
・
第
三
消
防
課
長
事
務

取
扱　
　
　
　
　
　

中
西　
　

康
富

警
防
課
長　
　
　
　

阿
部　
　

和
生

情
報
管
制
課
長　
　

田
村　
　

俊
彦

第
一
消
防
課
長　
　

滝
口　
　

鋭
三

第
二
消
防
課
長　
　

吉
川　
　
　

榮

総
務
課
主
幹　
　
　

豊
田　
　
　

實

警
防
課
主
幹　
　
　

森　
　
　

秀
敏

予
防
課
主
幹　
　
　

平
岡　
　

裕
文

情
報
管
制
課
主
幹　

渡
部　
　

孝
美

情
報
管
制
課
主
幹　

菱
垣　
　

昌
泰

情
報
管
制
課
主
幹　

田
中　
　

利
幸

情
報
管
制
課
主
幹　

原
田　
　

義
夫

情
報
管
制
課
主
幹　

中
島　
　

良
一

第
一
消
防
課
主
幹　

服
部　
　
　

弘

第
一
消
防
課
主
幹　

森
本　
　

耕
造

第
二
消
防
課
主
幹　

山
本　
　

和
己

第
二
消
防
課
主
幹　

並
川　
　

茂
文

第
三
消
防
課
主
幹　

新
庄　
　

茂
裕

第
三
消
防
課
主
幹　

乾　
　
　

庫
介

第
三
消
防
課
主
幹　

河
野　
　

庸
雄

■
議ぎ　
会か

い

事
務
局
長　
　
　
　

眞
本　
　

靜
生

事
務
局
議
事
課
長　

岩
原　
　

計
憲

■
農の

う

業ぎ
ょ
う

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
参
事
・
事
務
局
長
事
務
取
扱

　
　
　
　
　
　
　
　

田
中　
　

秀
治

■
選せ

ん

挙き
ょ

管か
ん

理り

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
長　
　
　
　

仲
川　
　

佳
男

事
務
局
次
長　
　
　

二
宮　
　

雅
子

■
監か

ん　
査さ

事
務
局
長　
　
　
　

重
村　
　

久
美

■
公こ

う

平へ
い

委い

員い
ん

会か
い

事
務
局
長
兼　
　
　

重
村　
　

久
美

新し
ん

規き

採さ
い

用よ
う

職し
ょ
く

員い
ん

橋
本
華
奈
・
湯
浅
愛
子
・
村
部
直
樹
・

北
野
泰
斗
・
海
部
仁
貴
・
吉
田
水
艶
・

大
塚
剛
志
・
池
田
恵
・
珠
久
典
子
・

吉
田
真
奈
巳
・
奥
田
慎
吾
・
小
林
美

帆
子
・
徳
山
啓
太
・
岡
部
孝
博

退た
い　

職し
ょ
く　

者し
ゃ

（
順
不
同
・
敬
称
略

カ
ッ
コ
内
は
前
所
属
）

七
條
ク
ミ
ヱ
（
富
岡
幼
稚
園
）

中
田　

富
美
（
第
一
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
）

岡
本
り
い
子
（
伊
島
中
学
校
）

大
田
や
よ
い
（
羽
ノ
浦
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

橋
本　
　

晋
（
管
財
課
）

前
川
早
知
子
（
見
能
林
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
）

武
市　

秀
己
（
市
民
部
）

黒
田　
　

実
（
保
健
福
祉
部
）

小
笠
原
正
治
（
第
一
警
防
課
）

清
野　

良
一
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
）

浜
田
加
代
子
（
羽
ノ
浦
中
学
校
）

勝
瀬　

修
平
（
企
画
総
務
部
）

片
田
三
惠
子
（
羽
ノ
浦
中
学
校
）

武
田　

育
展
（
特
定
事
業
部
）

春
山　

隆
廣
（
水
道
部
）

尺
長　

良
子
（
富
岡
保
育
所
）

藤
川　

加
代
（
新
野
幼
稚
園
）

陶
久　

泰
臣
（
会
計
管
理
者
）

廣
瀬　

芳
子
（
会
計
課
）

芝
原　

容
一
（
業
務
課
）

米
田　

芳
子
（
学
校
給
食
課
）

巽　
　

裕
義
（
情
報
管
制
課
）

長
尾　

成
子
（
寿
保
育
所
）

湯
浅
美
代
子
（
明
星
保
育
所
）

伊
藤　

節
子
（
横
見
保
育
所
）

岩
倉　

孝
江
（
津
乃
峰
保
育
所
）

瀧
口　

早
苗
（
横
見
保
育
所
）

吉
川
由
美
子
（
伊
島
保
育
所
）

村
田　

照
美
（
羽
ノ
浦
さ
く
ら
保
育

所
）

久
米　
　

正
（
住
宅
建
築
課
）

彦
根　

直
張
（
第
三
警
防
課
）

廣
間　

佳
子
（
農
地
整
備
課
）
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市長室（秘書広報課へ）
副 市 長 室

22 − 1110
22 − 1101

保 健 福 祉 部 教 育 委 員 会
部 長 室
理 事 室
介 護 保 険 課
保 健 セ ン タ ー
保 険 年 金 課
福 祉 課
な が い き 課
こ ど も 課
こ ど も 相 談 室

22 − 1591
28 − 9884
22 − 1793
22 − 1590
22 − 1118
22 − 1592
22 − 8064
22 − 1593
22 − 1677

教 育 長 室
教 育 次 長 室
総 務 課
学 校 教 育 課
生 涯 学 習 課
人 権 教 育 課
ス ポ ー ツ 振 興 課
学 校 給 食 課
教 育 研 究 所

22 ー 3297
22 − 3298
22 − 3299
22 − 3390
22 − 3391
22 − 3392
22 − 3394
22 − 0362
22 − 3395

企 画 部
部 長 室
秘 書 広 報 課
人 事 課
企 画 政 策 課
行 政 情 報 室
Ｉ Ｔ 推 進 課

22 − 1119
22 − 1110
22 − 1112
22 − 3429
28 − 9885
22 − 1117

総 務 部
部 長 室
財 政 課
庁 舎 建 設 推 進 室
管 財 課
税 務 課
納 税 課
市 民 安 全 局
阿南地区交通安全教育推進協議会

22 − 1108
22 − 1113
22 − 8285
22 − 3804
22 − 1114
22 − 1792
22 − 9191
22 − 8952

産 業 部 議 会
部 長 室
農 林 水 産 課
農 地 整 備 課
商 工 観 光 労 政 課
企 業 振 興 課

22 − 1597
22 − 1598
22 − 1599
22 − 3290
22 − 3401

議 長 室
事 務 局 長
議 事 課

22 − 3398
22 − 3399
22 − 3399

各 種 行 政 委 員 会
農 業 委 員 会 事 務 局
選挙管理委員会事務局
監 査 事 務 局
公 平 委 員 会 事 務 局
会 計 管 理 者
会 計 課

22 − 3790
22 − 3791

22 − 3792

22 − 1107
22 − 3294

建 設 部
部 長 室
理 事 室
工 事 検 査 課
土 木 課
住 宅 建 築 課
維 持 管 理 課
公 園 緑 地 課

22 − 1594
22 − 1030
22 − 7410
22 − 1595
22 − 3431
22 − 9596
22 − 9293

市 民 部
部 長 室
理 事 室
市 民 生 活 課
人 権 啓 発 課
男 女 共 同 参 画 室
環 境 保 全 課
文 化 振 興 課
地 域 支 援 課
那 賀 川 支 所
羽 ノ 浦 支 所
葬 斎 場

22 − 1115
22 − 7449
22 − 1116
22 − 3094
22 − 7401
22 − 3413
22 − 1798
22 − 7404
42 − 1111
44 − 3111
22 − 0623

消 防 本 部
消 防 長 室
総 務 課
警 防 課
予 防 課
情 報 管 制 課
消 防 課

22 − 3797
22 − 3798
22 − 3796
22 − 3799
22 − 1120
22 − 3847

特 定 事 業 部
部 長 室
ま ち づ く り 推 進 課
特 定 事 業 推 進 課
下 水 道 課

22 − 0527
22 − 1596
22 − 3197
22 − 1796 テ レ ホ ン サ ー ビ ス

（病院案内・災害情報案内）
22 − 9999

環 境 管 理 部 水 道 部
部 長 室
環 境 管 理 課
環 境 整 備 課
生 活 環 境 課

22 − 3793
22 − 3794
22 − 3795
22 − 0001

部 長 室
業 務 課
工 務 課

22 − 8069
22 − 0587
22 − 3295

（ そ の 他 ）
代 表 受 付
災害対策本部（災害時）

22 − 1111
22 − 3854

市役所電話番号案内 夜間・休日の受付は、☎ 22－ 1111 へ

BF

１Ｆ

２Ｆ

３Ｆ

４Ｆ

市長室　副市長室　秘書広報課　人事課　
IT 推進課　財政課　庁舎建設推進室　環境保全課
こども課　こども相談室　農地整備課

正・副議長室　議員控室　議会事務局（議事課）
議場　委員会室　監査事務局

教育長室　企画政策課　行政情報室
市民安全局　人権啓発課　男女共同参画室
住宅建築課　教育委員会（総務課　学校教育課
生涯学習課　人権教育課　教育研究所）

農林水産課　商工観光労政課
企業振興課　農業委員会

税務課　納税課　市民生活課　地域支援課
介護保険課　保険年金課　福祉課　ながいき課　
会計課

環境整備課

管財課　工事検査課　土木課　維持管理課
まちづくり推進課　特定事業推進課
下水道課　水道部（業務課　工務課）

公園緑地課　選挙管理委員会

渡
り
廊
下

本 館
分庁舎

市役所本庁　〒 774 － 8501 富岡町トノ町 12 番地 3

那賀川支所　〒779－1235 那賀川町苅屋323番地
羽ノ浦支所　〒779－1101 羽ノ浦町中庄なかれ16番地3

消 防 本 部　〒774－0001 辰己町1番地33
文 化 振 興 課　〒774－0030 富岡町西池田135番地1（文化会館内）
保健センター　〒774－0030 富岡町北通33番地1（阿南ひまわり会館内）
スポーツ振興課　〒774－0012 七見町下川田100番地1（スポーツ総合センター内）
学 校 給 食 課　〒774－0046 長生町西方589番地（第一学校給食センター内）

出先の課等　所在地

阿南市役所ホームページ

http://www.city.anan.
tokushima.jp/

市 役 所 庁 舎 の 案 内
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○市役所の開庁時間（平日午前８時 30 分〜午後５時 15 分）。支所及び住民センターも同じです。
○支所への開庁時間外及び休日の電話は市役所に転送されます。
○火災発生時の放送について（14 地区に分けて、当該地区に夜間も含めて、放送されます。）
　なお、聞き取りにくかったら、22 － 9999 へ問い合わせてください。
○救急病院に時間外に診察される場合は、ご家族等、症状がわかる方から直接病院へ連絡後受診してください。
○市役所の駐車場は夜間 10 時に施錠されます。

内　　　　容 担　　　　　　　　　　　当 電　話

家庭ごみの収集について 環境管理部　環境管理事務所　生活環境課 22−0001

犬、猫の死骸について 同上（ダンボール箱や袋に入れて表示をしてください。） 22−0001

火災及び救急患者が出た場合 消防本部 119

火事の問い合わせは 火災問い合わせ専用電話 22−9999

救急指定病院の問い合わせは 救急問い合わせ専用電話 22−9999

戸籍、住民票、印鑑証明の交付は
市民部　市民生活課。もしくは各支所及び各住民センター。
※毎月第１と第３水曜日は市民生活課のみ午後６時15分
まで受付します。

22−1116

戸籍の届出は
上記の交付窓口及び時間と同じ。
（夜間・休日の場合は、市役所の地階宿直室で対応します。）

22−1116

防犯灯の球切れについて 総務部　市民安全局 22−9191

市道の陥没等の補修 建設部　維持管理課 22−9596

水道のあふれや断水について 水道部　工務課 22−3295

Q&A
こんなとき、どうする？ どこに相談するの！

市役所は市民にとって、一番身近な行政組織です。
普段生活するうえで、急に「こんなとき、どうするの？」
どこの部署が担当するのだろうか」と、思うことが多々あるはず。
そこで、お問い合わせが多い次の事項について、情報をまとめてみました。ご活用ください。

その他、知っておいていただきたいこと。

阿南市役所は、市民の皆さんのお役に立つ所をめざします。お気軽にご相談ください。

月　日 曜日 場　　　所
 5月11日 月 中 野 島 公 民 館

 6月 1日 月 大野住民センター

 7月 6日 月 長生住民センター

 8月 3日 月 宝 田 公 民 館

 9月 7日 月 加茂谷住民センター

10月 5日 月 見 能 林 公 民 館

11月 2日 月 桑野住民センター

12月 7日 月 橘 住 民 セ ン タ ー

月　日 曜日 場　　　所
 1月18日 月 福井住民センター

 2月 1日 月 椿 住 民 セ ン タ ー

 3月 1日 月 新野住民センター

 4月 5日 月 那 賀 川 支 所

 5月10日 月 羽 ノ 浦 支 所

社協は、各公民館・住民センター・支所で、「出前　心配ごと相談所」を開きます。

社協の「心配ごと相談員」が、秘密厳守で相談に応じます。( 相談は無料です )　

お気軽にご相談ください。

平成21年度の 出前 心配ごと相談日 人権擁護委員による、
人権相談所を次のと
おり開設します。

《 出 前 心 配 ご と 相 談 日 》

日時：５月20日㈬
　　　午後１時30分〜4時

会場：ひまわり会館
　　　1 階相談室

※秘密は固く守られますので、
ご相談ください。

問い合わせは
　人権啓発課（☎22－3094）へ

相 談 時 間　午前10時〜午後３時
問い合わせは　阿南市社会福祉協議会
　　　　　　　（☎23－7288）へ	
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市
の
花「
ひ
ま
わ
り
」を

育
て
ま
し
ょ
う

　

真
夏
の
空
に
向
か
っ
て
明
る
く
力

強
く
伸
び
る
花
「
ひ
ま
わ
り
」
を
咲

か
せ
、
花
い
っ
ぱ
い
の
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

ひ
ま
わ
り
の
種
子
は
、
市
役
所
案

内
窓
口
・
市
企
画
政
策
課
・
各
支
所
・

各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
企
画
政
策
課
（
☎

22

－

３
４
２
９
）
へ

道
の
駅
公
方
の
郷
な
か
が
わ
へ

●
電
波
時
計　
一
台

那
賀
川
町　

平
島
小
学
校
４
年

生
一
同　

様
か
ら

　

以
上
、
ご
寄
贈
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
く
り
も
の

行
政
相
談
に
あ
な
た
の

声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

　

総
務
大
臣
よ
り
、
次
の
方
々
が
行

政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
再
委
嘱
さ
れ
た
委
員
を
含
め
て

４
人
の
委
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
・
県
・
市
な
ど

の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意

見
な
ど
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決

を
図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反
映

さ
せ
る
も
の
で
す
。

　

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
が

あ
る
。
困
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
欲

し
い
。
納
得
が
い
か
な
い
な
ど
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守

ら
れ
ま
す
。

相
談
日　
毎
月
第
２
・
第
４
火
曜

日　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

相
談
場
所　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
委
員　
中
山　

瑞
穂
さ
ん（
再
）

　
　
　
　
　

高
島　

彰
洋
さ
ん（
再
）

　
　
　
　
　

廣
田　

幸
雄
さ
ん（
新
）

　
　
　
　
　

松
崎
カ
ズ
子
さ
ん（
新
）

問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生
活
課
（
☎

22

－

１
１
１
６
）
へ

　

今
か
ら
34
年
前
の
５
月
、
私
が
大
学
生
の
頃
で
し

た
。
美
波
町
出
身
の
友
人
と
二
人
で
小
笠
原
諸
島
父

島
へ
旅
を
し
ま
し
た
。
小
笠
原
諸
島
は
、
太
平
洋
の

広
大
な
海
域
に
散
在
す
る

30
余
り
の
島
々
の
総
称
で

そ
の
中
心
と
な
る
島
が
父

島
で
す
。
東
京
の
竹
芝
桟

橋
か
ら
船
中
２
泊
３
日
。

船
底
の
客
室
で
、
猛
烈
な

船
酔
い
と
闘
い
な
が
ら
、

父
島
へ
到
着
し
ま
し
た
。

　

現
在
も
航
空
路
が
開
設

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
週

一
便
の
定
期
船
「
お
が
さ

わ
ら
丸
」
で
渡
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ゆ
え

に
、
今
で
も
野
生
の
手
付

か
ず
の
自
然
が
残
っ
て
い

ま
す
。
ボ
ニ
ン
・
ブ
ル
ー

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
青
色

を
持
つ
海
の
透
明
度
は
50

メ
ー
ト
ル
以
上
に
も
な
り

ま
す
。
東
京
か
ら
南
南
東

約
１
，
０
０
０
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
。「
東
京
か
ら
一
番
遠
い
東
京
」
と
い
わ
れ
る

東
京
都
小
笠
原
村
の
歴
史
を
紐
解
い
て
み
ま
す
。

　

１
６
７
０
年
（
寛
文
10
）
年
に
阿
波
国
の
ミ
カ
ン

船
が
、
母
島
に
漂
着
、
の
ち
に
父
島
を
経
て
帰
国
し

た
こ
と
か
ら
、
江
戸
幕
府
が
本
格
的
に
測
量
し
、
調

査
を
始
め
ま
し
た
。

　

人
間
が
最
初
に
定
住
し
た
の
は
江
戸
時
代
後
期
１

８
３
０
（
文
政
13
）
年
、
欧
米
人
と
ハ
ワ
イ
の
先
住

民
で
あ
り
ま
し
た
が
、
江
戸
幕
府
や
明
治
政
府
の
調

査
開
拓
に
よ
り
、
１
８
７
６
（
明
治
９
）
年
に
、
国

際
的
に
も
日
本
領
土
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
大

正
時
代
に
は
、
水
産
業
の
振
興
に
よ
り
、
人
口
も
７
，

０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
19
年
、
太
平
洋
戦
争
の
戦
局
悪
化
に
よ
り
、

軍
属
等
と
し
て
残
さ
れ
た
８
２
５
人
を
除
く
、
全
島

民
６
，
８
８
６
人
が
、
本
土
へ
強
制
疎
開
さ
せ
ら
れ
、

敗
戦
に
よ
り
米
軍
の
占
領
下
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
９
６
８
年
（
昭
和
43
年
）
６
月
、
23
年
間
と
い

う
長
い
時
を
経
て
日
本
に
返
還
さ
れ
、
島
民
の
帰
島

が
よ
う
や
く
か
な
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
は
、
小
笠
原
の
海
以
上
の
美
し
い
海
を
見
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
ず
っ
と
住
み
続
け
た
い
島　

も
う
一
度
行
っ
て
み
た
い
島
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
〝
村
お
こ
し
〟
を
進
め
て
い
る
小
笠
原
諸
島
を

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
も
う
一
度
訪
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
す
。

－

市長通信

－

お元気ですか

　

阿南市長　岩　浅　嘉　仁

も
う
一
度
訪
れ
た
い
島

南硫黄島
硫黄島
北硫黄島

八丈島

東京

母島

火山列島

小笠原群島

小笠原諸島

伊豆諸島

約
１
０
０
０
km

父島
聟島

【
５
月
の
休
館
日
は
】

☎21－3030

7
・
11
・
18
・
25
日

船
瀬
温
泉
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消
防
庁
長
官
表
彰

　

平
成
21
年
６
月
18
日
任
期
満
了
の

農
業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
が
５
月

31
日
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

　

選
挙
区
は
６
選
挙
区
で
、
候
補
者

が
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
区
で
定
数
を
超

え
た
と
き
は
投
票
を
行
い
ま
す
。

投　
票　
日　
５
月
31
日
㈰

　

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

投
票
で
き
る
人　
平
成
21
年
１
月
１

日
現
在
、
阿
南
市
に
住
所
が
あ
り
、

満
20
歳
以
上
（
平
成
元
年
４
月
１
日

以
前
生
ま
れ
）
の
人
で
、
10
ア
ー
ル

以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
の
業
務
を

営
む
人
（
世
帯
主
）
及
び
同
居
の
親

族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
あ
っ
て
、

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿

（
本
人
の
申
請
に
基
づ
き
作
成
）
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人
。

　

な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
補

充
登
録
制
度
が
な
い
の
で
、

条
件
が
整
っ
て
い
て
も
、
毎

年
１
月
10
日
ま
で
に
申
請
書

の
提
出
が
な
く
登
録
さ
れ
て

い
な
い
人
や
、
そ
の
後
資
格

条
件
が
で
き
た
人
は
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

立
候
補
予
定
者
の
皆
さ
ま
へ

立
候
補
届
出
日　
平
成
21
年
５
月

24
日
㈰

立
候
補
届
の
受
付
時
間　
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時

　

な
お
、
立
候
補
の
届
出
に
必
要

な
書
類
を
５
月
１
日
以
降
、
市
役

所
選
管
事
務
局
で
お
渡
し
い
た
し

ま
す
の
で
、
必
ず
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
５
月
18
日
と
19
日
に
事

前
審
査
を
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
選
挙
管
理
委
員

会（
☎
22

－

３
７
９
１
）
へ

農
用
地
区
域
の
変
更

（
除
外
・
編
入
）
申
請

は
お
早
め
に

　

市
で
は
、
農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
「
農
用

地
区
域
」
の
平
成
21
年
度
前
期
の

変
更
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

申
請
を
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め

に
申
請
書
等
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
書
類
等
が
必
要
な

方
は
、
農
林
水
産
課
ま
で
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈮
〜
29
日

㈮提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
は　
農

林
水
産
課
企
画
係
（
☎
22

－

１
５

９
８
）
へ

あぶない！こんなに事故が

交通事故
件 数
死 者
負 傷 者

213件（589）
0人（  0）

49人（106）

救 急 件 数
搬送人員

248件（719）
251人（715）

火 災 件 数
損 害 額

4件（8）
2,243千円（12,368千円）

●阿南署管内平成21年３月分合計　(　)内は１月からの累計

阿
南
警
察
署
か
ら
の
お
願
い

農
業
委
員
の
選
挙
期
日
は

５
月
31
日
㈰

　

３
月
６
日
に
阿
南
市
消
防

団
（
大
野
分
団
）
分
団
長
美

馬
信
二
さ
ん
、
阿
南
市
消
防

団
（
福
井
分
団
）
分
団
長
高

鶴　

隆
さ
ん
が
消
防
庁
長
官

表
彰
（
永
年
勤
続
功
労
章
）

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
た
な
環
境
に
も
慣
れ
て
き
た
こ

の
時
期
、
気
分
を
引
き
締
め
て
防
犯

対
策
や
交
通
事
故
防
止
対
策
を
し
っ

か
り
行
い
、
事
件
事
故
の
抑
止
に
努

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

１　
振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
！

　

全
国
的
に
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害

が
多
く
発
生
し
て
お
り
、
阿
南
市
内

に
お
い
て
も
昨
年
、
振
り
込
め
詐
欺

の
被
害
が
15
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
や
市
町
村
役
場
等
の

職
員
が
、
電
話
で
還
付
手
続
き
の
詳

細
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
や
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
で
手
続
き
を
促
す
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か
っ

て
き
た
時
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の
警

察
署
、
交
番
、
駐
在
所
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
定
額
給
付
金
」
に
絡
ん

だ
も
の
な
ど
、
新
し
い
手
口
の
振
り

込
め
詐
欺
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

２　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
改

正
！

　

平
成
21
年
１
月
５
日
か
ら
、
刃
渡

り
５
・
５
㎝
以
上
15
㎝
未
満
の
両
刃

の
剣
が
、
新
た
に
所
持
禁
止
の
対
象

と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
所
持
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平

成
21
年
７
月
４
日
ま
で
の
６
カ
月
間
、

猶
予
期
間
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
期
間
内
に
最
寄
り
の
警
察
署
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

３　
自
転
車
の
安
全
利
用
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

　

自
転
車
利
用
者
の
通
行
ル
ー
ル
欠

如
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
運
転
中
の
携
帯
電
話
の
使
用
禁
止

・
二
人
乗
り
、
傘
さ
し
運
転
、
並
進

の
禁
止

・
児
童
・
幼
児
（
13
歳
未
満
の
者
）

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用

な
ど
ル
ー
ル
を
守
り
、
交
通
事
故
防

止
に
繋
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

－

０
１
１
０
）
へ

選　

挙　

区

定
数（
名
）

第
１
選
挙
区（
富
岡･ 

宝
田
・
見
能
林
）

４

第
２
選
挙
区（
中
野
島
・
長
生
）

４

第
３
選
挙
区（
大
野
・
加
茂
谷
）

４

第
４
選
挙
区（
桑
野
・
新
野
）

６

第
５
選
挙
区（
橘
・
椿
・
福
井
）

４

第
６
選
挙
区（
那
賀
川
・
羽
ノ
浦
）

８

福井分団
分団長

高鶴　隆さん

大野分団
分団長

美馬信二さん

消
防
庁
長
官
表
彰
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阿
南
市
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業

　

民
間
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
者
が

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
行
っ
て
い
な
い
周

辺
地
域
に
、
市
が
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を

整
備
し
ま
す
。

・
平
成
21
年
度　

幹
線
網
整
備

・
平
成
22
年
度　

家
庭
へ
の
引
き
込

み阿
南
市
が
整
備
す
る
エ
リ
ア

・
那
賀
川
、
長
生
、
加
茂
谷
地
区
の

一
部

・
橘
、
桑
野
、
新
野
、
福
井
、
椿
地

区
全
域

ア
ナ
ロ
グ
放
送
の
停
止

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
高
品
質
な

映
像
と
音
声
を
受
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
新
た
な
放
送
で
す
。

　

平
成
23
年
７
月
24
日
に
デ
ジ
タ
ル

方
式
に
完
全
移
行
し
従
来
の
ア
ナ
ロ

グ
方
式
は
停
止
し
ま
す
。

中
継
局
は
、
四
国
放
送
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ

け　
　

阿
南
局
（
明
神
山
）
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
開
局
以
降
、
順
次
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
中
継
局
が
整
備
さ

れ
る
の
は
、
四
国
放
送
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
だ

け
で
す
。

　

こ
れ
は
、
テ
レ
ビ
放
送
が
、
県
域

免
許
制
の
た
め
で
す
。

関
西
圏
の
テ
レ
ビ
放
送

　

近
畿
広
域
民
放
４
局
（
毎
日
放
送
、

朝
日
放
送
、
関
西
テ
レ
ビ
、
読
売
テ

レ
ビ
）
の
電
波
を
、
個
人
ア
ン
テ
ナ

や
共
同
ア
ン
テ
ナ
を
使
っ
て
視
聴
し

て
き
ま
し
た
が
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
完
全
移
行
に
よ
っ
て
電
波
が

届
か
な
く
な
る
所
は
視
聴
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
方
法

　

ま
ず
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対

応
し
た
テ
レ
ビ
や
チ
ュ
ー
ナ
ー
が
必

要
で
す
。

　

そ
し
て
、
個
人
ア
ン
テ
ナ
や
共
同

ア
ン
テ
ナ
設
備
を
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
用
に
改
修
す
る
か
、
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
に
加
入
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の

加茂谷
長生

那賀川

桑野

新野
椿

橘

福井

方
法
を
と
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
ア
ン
テ
ナ
で
受
信
す

る
場
合
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
電
波
が
届
い
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

市
内
で
大
き
な
情
報
格
差

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
全
世
界

を
つ
な
ぐ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
、
世
界
規
模
の
情
報

通
信
の
手
段
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
や

家
庭
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
中
心
部
で
は
、
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
利
用
し
た
高
速
な
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
周

辺
部
に
は
、
ほ
と
ん
ど
利
用
で
き

な
い
地
域
も
あ
り
、
阿
南
市
内
で

大
き
な
情
報
格
差
が
存
在
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

と
併
せ
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

※　
加
入
負
担
金
と
利
用
料

　

現
在
、
検
討
中
で
す
。
後
日
、

広
報
あ
な
ん
や
説
明
会
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は　
地
域
支
援
課
（
☎

22

－

７
４
０
４
）
へ

　

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
を
活
用
し

自
ら
の
手
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

基
金
に
よ
る
助
成
に
は
、
市
の
活

性
化
及
び
地
域
の
振
興
に
つ
な
が
る

市
民
の
自
発
的
な
活
動
（
地
域
イ
ベ

ン
ト
・
文
化
活
動
・
ス
ポ
ー
ツ
・
地

域
産
業
の
掘
り
起
こ
し
等
）
へ
の
助

成
と
、
海
外
視
察
研
修
（
本
市
に
２

年
以
上
在
住
し
年
齢
が
満
10
歳
〜
49

歳
ま
で
の
方
で
、
視
察
研
修
の
体
験

が
地
域
づ
く
り
の
実
践
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
る
方
）
に
対
す
る
助
成

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
請
方
法
及
び
交
付
の
決
定　
助
成

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
地
域
支
援
課

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
6
月
30
日
㈫
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
助
成
の
選
考

と
金
額
な
ど
詳
細
は
基
金
運
営
委
員

会
の
審
議
を
経
て
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は　
地
域
支
援
課
（
☎
22 

－

７
４
０
４
）
へ

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
」

　

こ
の
事
業
は
地
域
の
活
性
化
や
特

色
あ
る
地
域
お
こ
し
活
動
等
、
次
の

①
〜
⑤
に
該
当
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
る
団
体
を
支
援
す
る
補
助
金
制

度
で
す
。

　

①
独
自
性
・
創
造
性
に
富
み
将
来

的
に
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
②
伝
統
文
化
の
継
承
と
新
し
い
地

域
お
こ
し
事
業
③
地
域
活
性
化
の
た

め
の
ソ
フ
ト
事
業
④
環
境
改
善
の
た

め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
⑤
地
域
づ

く
り
の
人
材
育
成
を
目
指
し
た
事
業
。

　

提
出
さ
れ
ま
し
た
申
請
書
を
審
議

会
で
審
査
し
交
付
の
可
否
を
決
定
し

ま
す
。
事
業
完
了
後
に
実
績
報
告
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
、
審
査
後
に

補
助
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

申
請
方
法　
申
請
書
類
は
公
民
館
ま

た
は
生
涯
学
習
課
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　
５
月
１
日
㈮
〜
29
日
㈮

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
（
☎

22

－

３
３
９
１
）
へ

ふ
る
さ
と
活
性
21
活
動
補
助
金

平
成
21
年
度
事
業
申
請
を
受
け
付
け
し
ま
す

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
網
整
備
に
向
け
て

第
１
回　
情
報
通
信
基
盤
整
備
に
取
り
組
む
背
景

　
　
本
年
度
に
取
り
組
む
阿
南
市
情
報
通
信
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※点線地域が整備するエリアです。
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木
造
住
宅
の
耐
震
化
支
援

ど
の
よ
う
な
建
物
が
危
険
な
の
で
す

か
？

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
死
因
の

８
割
以
上
が
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
圧

死
で
し
た
。
倒
壊
し
た
家
屋
の
多
く

は
建
築
基
準
法
が
改
正
さ
れ
た
昭
和

56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
旧
耐
震
基

準
の
木
造
住
宅
で
す
。

　

ま
ず
は
耐
震
診
断
を
阿
南
市
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

対
象
は
昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ

れ
た
木
造
住
宅
（
プ
レ
フ
ァ
ブ
を
除

く
）
で
す
。

①
診
断
申
込
書
を
阿
南
市
窓
口
へ

受
け
付
け
は
５
月
１
日
〜
12
月
10
日

ま
で
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま

で
住
宅
建
築
課
で
行
い
ま
す
。

②
申
し
込
む
と
県
に
登
録
し
た
耐
震

診
断
員
（
県
登
録
証
携
帯
）
が
お
家

を
訪
問
し
診
断
し
ま
す
。
そ
の
時
に

自
己
負
担
額
３
千
円
を
耐
震
診
断
員

に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

③
診
断
結
果
は
報
告
書
に
ま
と
め
、診

断
員
が
後
日
説
明
に
再
訪
問
し
ま
す
。

※
診
断
結
果
に
応
じ
て
耐
震
改
修
工

事
や
建
て
替
え
を
お
考
え
く
だ
さ
い
。

改
修
工
事
に
は
補
助
制
度
が
あ
り
ま

す
　

診
断
報
告
書
に
、
総
合
評
点
が

０
・
７
未
満
で
「
倒
壊
す
る
可
能
性

が
高
い
」
ま
た
は
「
倒
壊
ま
た
は
大

破
壊
の
危
険
有
り
」
と
診
断
さ
れ
た

住
宅
が
、
総
合
評
点
１
以
上
に
上
げ

る
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合
、
耐

震
改
修
工
事
費
の
３
分
の
２
か
つ
最

大
60
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
所
得
税
控
除
、
固
定
資
産
税
控

除
等
の
税
制
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
住
宅
建
築
課
窓
口
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

耐
震
化
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金		

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
補
助
の
対
象
に

な
る
工
事

　

阿
南
市
が
行
う
木
造
住
宅
耐
震
診

断
事
業
を
受
け
（
平
成
16
年
度
〜
平

成
20
年
度
に
診
断
を
受
け
た
方
も
含

み
ま
す
。）、
診
断
報
告
書
に
、
総
合

評
点
が
０
・
７
未
満
で
「
倒
壊
す
る

可
能
性
が
高
い
」。
ま
た
は
「
倒
壊

ま
た
は
大
破
壊
の
危
険
有
り
」
と
診

断
さ
れ
た
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
改

修
を
す
る
場
合
、
耐
震
改
修
工
事
及

び
同
時
に
附
帯
し
て
行
う
一
連
の
工

事
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
金
の
額
等

　

補
助
金
の
額
は
、
耐
震
改
修
工
事

と
促
進
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
経
費
の
合
計
額
か
ら
市

木
造
耐
震
改
修
補
助
金
に
よ
り
決
定

さ
れ
た
補
助
金
の
交
付
の
額
に
１
・

５
を
乗
じ
た
金
額
を
減
じ
て
得
た
額

の
５
分
の
１
以
内
で
、
か
つ
20
万
円

を
超
え
な
い
額
で
す
。

※
住
宅
建
築
課
窓
口
で
耐
震
改
修
と

同
時
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

木
造
住
宅
耐
震
化
促
進
訪
問
員
が
家

庭
訪
問
い
た
し
ま
す

　

阿
南
市
が
委
託
し
た
木
造
住
宅
耐

震
化
促
進
訪
問
員
（
訪
問
員
証
を
携

帯
）
が
阿
南
市
内
の
木
造
住
宅
を
訪

問
し
阿
南
市
が
行
う
木
造
住
宅
耐
震

診
断
・
改
修
補
助
事
業
の
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

民
間
建
築
物
耐
震
化
支
援
事
業

　

一
戸
建
て
住
宅
及
び
長
屋
を
除
く

住
宅
並
び
に
建
築
物
を
対
象
と
し
た

建
物
の
構
造
計
算
再
確
認
ま
た
は
耐

震
診
断
費
用
の
一
部
を
住
宅
・
建
築

物
耐
震
改
修
等
事
業
制
度
に
基
づ
き

補
助
し
ま
す
。

補
助
金
の
額
等

　

補
助
の
額
は
、
一
申
請
あ
た
り
住

宅
・
建
築
物
耐
震
改
修
等
事
業
補
助

金
交
付
要
綱
に
定
め
る
費
用
の
３
分

の
２
、
か
つ
最
大
２
百
万
円
で
す
。

※
詳
細
は
住
宅
建
築
課
窓
口
で
問
い

合
わ
せ
し
て
く
だ
さ
い
。

市
営
住
宅
使
用
料
の
納
付
に
ご
理
解
を

　

市
営
住
宅
使
用
料
納
付
促
進
訪
問

員
が
市
営
住
宅
を
訪
問
い
た
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
使
用
料
納
付
促
進
訪
問

員
（
訪
問
員
証
を
携
帯
）
が
市
営
住

宅
を
訪
問
し
、
使
用
料
の
納
付
忘
れ

が
無
い
か
、
お
伺
い
し
ま
す
。
早
期

納
付
、
ま
た
口
座
振
替
な
ど
に
ご
理

解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
住
宅

建
築
課
（
☎
22

－

３
４
３
１
）
へ 

ア
グ
リ
あ
な
ん
ス
タ
ジ
ア
ム

５
月
の
試
合
日
程

▼
２
日
㈯
・
３
日
㈰　

徳
島
県
高
校

軟
式
野
球
大
会
▼
５
日
㈫　

少
年
野

球
阿
南
大
会
▼
９
日
㈯
、
10
日
㈰
、

16
日
㈯
、
17
日
㈰　

全
日
本
少
年
硬

式
野
球
連
盟
阿
南
大
会
▼
29
日
㈮
、

30
日
㈯
、
31
日
㈰　

徳
島
県
高
校
野

球
南
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

四
国
・
九
州
Ｉ
Ｌ
公
式
戦　
▼
４
日

㈪
13
時
・
６
日
㈬
13
時
（
徳
島

－

高

知
）
▼
22
日
㈮
18
時
30
分
・
23
日
㈯

13
時
・
24
日
㈰
13
時
（
徳
島

－

愛

媛
）

問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の
ま
ち
推
進

協
議
会
事
務
局
（
☎
22

－

１
２
９

７
）
へ

「
阿
波
公
方・文
化
写
真
展
」

出
品
作
品
の
募
集

　

写
真
愛
好
家
の
皆
さ
ん
の
出
品
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
時　
11
月
12
日
㈭
〜
29
日
㈰

作
品
内
容　
阿
波
公
方
に
関
す
る
自

作
の
写
真
ま
た
は
文
化
財
の
写
真

作
品
規
格　
半
切
（
Ａ
３
）
パ
ネ
ル

に
限
る
。
フ
ス
マ
張
り　

※
ガ
ラ
ス

張
り
不
可

締
め
切
り　
５
月
31
日
㈰
ま
で

問
い
合
わ
せ
は　
阿
波
公
方
民
俗
資

料
館
（
☎
42

－

２
９
６
６
）
へ

　
南
海
地
震
に
備
え
て
、
ご
自
宅
の
耐
震
診
断
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

住
ま
い
の
耐
震
化
を
支
援
し
ま
す
！
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長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）

健
康
診
査
の
お
し
ら
せ

　

75
歳
以
上
等
の
方
の
平
成
21
年
度
健
康
診
査
を
次
の
日
程
に
よ
り
実
施
し

ま
す
。

　

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
心
身
の
状
態
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
病
気
の
早
期
発
見
・
治
療
を
行
っ
た
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

役
立
て
ま
し
ょ
う
。
自
己
負
担
額
は
無
料
で
す
。

対　　象　　者 申込書（※１）
の 送 付 時 期

受診券の
送付時期

受診券の
有効期限

平成20年４月１
日に長寿医療制度
の被保険者になっ
た方

医療機関等無受診者 な　し ６月下旬

平
成
21
年
12
月
末
日

平成20年４月１
日〜平成21年１
月31日の間に長
寿医療制度の被保
険者になった方

生活習慣病（※２）
及び入院のない方 な　し

８月
または
９月頃

平成21年２月１
日以降に長寿医療
制度の被保険者に
なる方

２月１日〜
３月31日に加入 ４月下旬 ６月下旬

４月１日〜
５月31日に加入 ６月中旬 ７月中旬

６月１日〜
７月31日に加入 ８月中旬 ９月中旬

８月１日〜
９月30日に加入 10月中旬 11月中旬

（※１）申込書は、往復ハガキを広域連合から送付します。また、送付時期ごとに申込締切日
を設定し、申し込みのあった方には、広域連合から受診券を送付します。

（※２）生活習慣病
糖尿病、高血圧性疾患、高脂血症、虚血性心疾患、その他心疾患、くも膜下出血、脳
内出血、脳梗塞、脳動脈硬化、その他脳血管疾患、動脈硬化

　注 意：10月１日以降に長寿医療制度の被保険者になられる方は、長寿医療制度に移行する
前に加入している健康保険において受診してください。

問い合わせは　徳島県後期高齢者医療広域連合事業課（☎088－677－3666）
または、ながいき課（☎22－8064）へ

　

畭
町
内
会
は
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く

じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と
し
た
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
助
成
事
業
」
か
ら
助

成
を
受
け
、
畭
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
建
設

し
ま
し
た
。

　

今
後
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
振
興
・
発

展
の
場
と
し
て
、
大
い
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

い
た
し
ま
す
。地

域
支
援
課

平
成
20
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

畭
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
整
備

　

羽
ノ
浦
町
宮
倉
の
前
川
親
水

公
園
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の

生
活
に
関
わ
る
用
水
の
水
質
浄

化
の
た
め
、
地
域
用
水
機
能
推

進
事
業
に
よ
り
平
成
８
年
に
ポ

ン
プ
を
設
置
し
、
次
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
水
藻
成
長
抑
制
薬
剤
投
与

（
４
月
中
旬
〜
９
月
下
旬
）

■
水
藻
刈
取
り
（
７
月
末
、
11
月
末
）

■
用
水
浄
化
に
Ｅ
Ｍ
菌
団
子
（
有
用
微
生
物
群
投
）（
10

月
中
旬
、
２
月
中
旬
）

　

今
後
と
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
公
園
緑
地
課
（
☎
22

－

９
２
９
３
）
へ

地
域
用
水
機
能
増
進
事
業
に
つ
い
て

防
災
資
機
材
を
整

備
し
ま
し
た

　

宝
く
じ

の
助
成
金

（
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助

成
事
業
）

に
よ
り
、

自
主
防
災
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春の風物詩
椿川にヒウオが溯上

　３月８日、椿町の八幡橋周辺では
「椿ヒウオ祭り」が行われました。
　椿町の中央を流れる椿川は、毎年春
の訪れを告げるかのようにハゼ科の一
種である「ヒウオ」が産卵のために溯
上してくることで知られています。以
前は他の河川でもよく採れたそうです
が、環境の変化によるものか、現在県
内で採れるのは椿川のみになりました。
　同祭りはこの珍しいヒウオで地域の
活性を図ろうと昨年から始まりました。
当日市内外から訪れた人たちは、ヒウ
オを初めて見る人も多く、こわごわと
しながらも踊り食いに挑戦したり、す
まし汁を味わうなど、春の珍味を楽し
んでいました。

消費者が望む食とは
「阿南食育井戸端会議」

　食の安全と安心に向けて、消費者の
生の声を聞く「阿南食育井戸端会議」
が３月25日、市役所で開かれました。
　会議には、国・県・市等の行政や農
協関係者15人と消費者代表として市
内14地区から子育て中のお母さん10
人が出席し、それぞれどのような野菜
や食品を望んでいるか、また賞味期限
と消費期限の違いや使用している農薬
についての意見や質問などが行われて
いました。
　今回で２回目となった同座談会。前
回の開催では「子どもたちが食べる学
校給食に地元で採れたお米を食べさせ
て欲しい」との要望から、東とくしま
農協のお米が給食に使われるようにな
りました。
　お母さんたちは「値段の安さに惹か
れてしまうときがあるがやっぱり地元
で採れた新鮮でおいしいものを食べさ
せたい」と話し合っていました。

往年のプロ野球選手が
野球のまち阿南に集結

　プロ野球の往年の名選手たちが加入
する「マスターズリーグ」の公式戦が
３月28日、アグリあなんスタジアム
で行われ、市内外から集まった野球フ
ァンを魅了しました。
　試合は、ＷＢＣ日本チームの投手コ
ーチを務めた山田久志監督率いる「大
阪ロマンズ」と、巨人軍Ｖ９時代の名
選手であった柴田勲監督率いる「札幌
アンビシャス」が闘い、16－９で札
幌が勝ちを収めました。年齢を感じさ
せないハッスルプレーと点を取り合う
乱打戦に球場は大いに沸きました。
　両監督とも２年前、スタジアムの開
園記念の際に名球会のメンバーとして
来市しており、今回で２度目のスタジ
アム入りでしたが、変わらない歓迎振
りに大きく手を振って声援に応えてい
ました。

食に対する日頃の思いを参加者たちは話し合　った。

両チームを代表し、あいさつをする柴田勲監督。 ヒウオは２メートル四方の四手網で、溯上してくるところをすくいあげる、昔ながらの漁法で捕る。
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観光地引き網漁が開幕

　中林町の北の脇海岸で、恒例の「観
光地引き網漁」が４月２日開幕しまし
た。
　この日、招待を受けた今津小学校の
児童37人と保護者らが見守る中、開
設者の岡沢操組合長の開幕宣言により
号砲が打ち上がり、沖合いに仕掛けら
れた網を参加者たちが手繰り寄せてい
くと、タイやチヌ、アナゴやキスなど
地物の魚たちがぴちぴちと姿を見せて、
子どもたちは大きな歓声を上げていま
した。
　この観光地引き網漁は、11月中旬
まで開かれており、網を引くのに人数
が必要となるため、家族などの少人数
の申し込みはできませんが、グループ
等での参加を受け付けています。
　予約制で、申し込み・問い合わせは、
中林漁協（☎22－0509）へ

子どもたちが笑顔でお接待

　四国には、四国霊場を廻るお遍路さ
んをもてなす「お接待文化」が今も残
っています。
　20番札所の鶴林寺から21番札所太
龍寺へ抜ける道中では、加茂谷地区の
子どもたちによるかわいらしい「お接
待」が３月30日、大井町の休憩所で
行われました。
　険しい山道を降りてきたお遍路さん
一行約40人が休憩所に到着すると、
笑顔いっぱいの子どもたちが出迎え、
地元で採れたイチゴやお茶を振る舞っ
ていました。
　かわいらしいお接待に、お遍路さん
も「疲れがいっぺんに取れた」と喜ん
でいました。なおこのお接待は、阿南
中央ロータリークラブの協力のもとに
行われていました。

春歓楽ー阿南市活竹祭
大ぜいの人出で賑わう

　〝竹のようにまっすぐ勢いよく伸び
る〟阿南市のまちづくりを願って、恒
例の「阿南市活竹祭」が３月７日、市
民会館及びひまわり会館の駐車場にて
開催されました。
　富岡小学校金管バンドの演奏行進に
より始まった今回のイベントは、フラ
ダンスやナカちゃん音頭など地元芸能
に加えて、ＡＭＡ（阿南・室戸・安
芸）地域連携により、土佐室戸勇魚太
鼓や陸上自衛隊音楽隊などの演奏が披
露されたほか、モンキーパフォーマン
スショーなどの公演もあり、終日多彩
な催しが行われていました。
　また、例年大好評の「活竹鍋」など
の配布には長蛇の列ができたほか、市
内で採れた野菜や魚介類などの産品や
食べ物販売コーナーには大ぜいの買い
物客で賑わっていました。

引っぱり上げた網の中から、ずしりと重い、魚が顔をのぞかせた。 「気をつけてね」とお遍路さんに手を振る子どもたち。

はつらつとした踊りで盛り上がる活竹祭のようす。 食に対する日頃の思いを参加者たちは話し合　った。
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情報文化センターからのお知らせ

問い合わせは　阿南市科学センター（☎42−1600　FAX 42−3652）へ
◎休館日：５月７日㈭、11日㈪、18日㈪、25日㈪　　◎ホームページ：http://www.ananscience.jp/science/

★こども科学フェスティバル（参加無料）

　５月３日〜５日の３日間、恒例の「こども科学フェスティ
バル」を行います。下記のほか、阿南高専の学生さんの特別
出展も予定しています。

○５月３日の催し
特別ブース（10:00〜15:00）

古代人の火おこし体験をしよう・スライムを作ろう
輪ゴムで走る船を作ろう・色変わりカプセルを作ろう
日食メガネを作ろう

おもしろ科学実験（10:45〜11:15、13:45〜14:15）

古代人の塩づくりを体験しよう・ペットボトルで虹を作ろう

○５月４日の催し
特別ブース（10:00 〜 15:00）

万華鏡を作ろう・クリップモーターを作ろう
ミニロケットを作ろう・風船電話を作ろう
ミニパラグライダーを作ろう

おもしろ科学実験（10:45〜11:15、13:45〜14:15）

二酸化炭素を調べよう・ホタルの光を探ろう

○５月５日の催し
特別ブース（10:00〜15:00）

プラバンでアクセサリーを作ろう・冷却パックを作ろう
トンネル飛行機を飛ばそう・宇宙ブーメランを作ろう
接着剤で動く船を作ろう

おもしろ科学実験（10:45〜11:15、13:45〜14:15）

温かい＆冷たいの反応実験
阿南の竹でエジソン電球を実験しよう

　上記期間中は、11：30 と 14：30 から昼間の星の観望会
（無料）を行います。（悪天候時はプラネタリウム投影）

●第11回コスモホール
ジュニアコンサート　出演者募集

　音楽が大好きな子どもたちの演奏会。
　『コスモホールジュニアコンサート』を下記のとおり開催
いたします。
　奮って出演ご応募ください !!　　
日　時　７月 26 日㈰　午後１時 30 分開演予定
会　場　コスモホール（阿南市情報文化センター）

★おもしろ科学実験（参加無料）

　毎週土・日曜日の 11：00 と 14：00 から実施。くわしい
内容は科学センターまでお問い合わせください。

★科学の広場（参加無料）

　幼児から参加できる催しです。どなたでも参加できます。
実施日時　５月６日　10：30 〜 12：00、13：30 〜 15：00
テ ー マ　「ベンハムのコマを作ろう」

★デジカメで土星と月を撮ろう（事前申込：有料）

　ご好評いただいておりますデジカメを使った土星の撮影会
を行います。この機会にぜひご参加ください。
実施日時　５月３日㈰　19：00〜 21：00

（悪天候の場合、翌日に順延）
内　　容　デジタルカメラによる土星の撮影方法の説明と

113㎝大型望遠鏡を使った実際の撮影
対　　象　デジカメをお持ちで、小学生以上
参加方法　お電話か、ホームページからお申し込みください。
定　　員　30 名（先着順）
参加料金　大人 300 円、高校生 250 円、小中学生 200 円

★「こどもの日」土星観望会（参加無料）

実施日時　５月５日（火・祝）　19：00〜 21：00
（悪天候時は中止となります。）

　こどもの日にあわせ、大型望遠鏡を使った参加無料の土星
観望会を行います。この機会にぜひ美しい環をもつ土星をご
覧ください。

　ご紹介したイベントの他にも土曜日・日曜日・祝日には「昼
間の星の観望会」、毎週土曜日の夜間には、「夜間天体観望会」
も行っています。詳細はお問い合わせください。

入 場 料　無料
出 演 者　阿南市在住の高校生以下の子どもたち

（公募による 30 組程度）
演奏方法　電子楽器・音響拡声器を使用しない洋楽器による

生演奏
申込方法　情報文化センター事務所にある申込用紙に記入を

お願いします。
申込締切　６月 21 日㈰

問い合わせは　阿南市情報文化センター（☎ 44−5000）へ　◎５月の休館日：４日、５日、11日、12日、18日、25日

科学センターからのお知らせ
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阿南市立図書館だより

那賀川図書館　☎42－3111
（開館時間）午前10時〜午後６時
（休館日）３〜６日・11日・18日・25日・29日
（ボランティアからのお知らせ）

・阿波公方の苑（図書館前庭）美化作業  
５月９日㈯　８：30〜10：00
※雨天の場合は５月17日㈰に延期

（おはなし会）－おはなしのポット主催－
10日・17日・24日・31日　
午前11時〜　図書館　おはなしコーナー

阿南図書館　☎23－2020
（開館時間）平　日　午前９時〜午後６時

土・日　午前９時〜午後５時
（休館日）３〜６日・11日・18日・25日・29日
（おはなしひろば）

－おはなしひろば ・ひまわり主催－
10日・17日・24日・31日
午後２時 〜３時　図書館２階・和室  　　　 

（ぴよちゃんくらぶ）
－赤ちゃんのためのおはなし会－
14日㈭・28日㈭
午前10時30分〜11時　図書館２階･和室

（開館時間）午前10時〜午後６時
（休館日）４日・５日・11日・12日・18日・25日・29日
（おはなし会）２日・９日・16日・23日・30日 　

毎週土曜日　午後２時〜
図書館　おはなしコーナーにて

羽ノ浦図書館　☎44－2100

巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間
巡回日 曜日 駐 車 場 所 時　　　間 19日 火 福 井 中 学 校 前 12：50〜13：30

５月１日 金 中 央 病 院 阿 南 荘 前 13：30〜14：00 旧 福 井 南 小 学 校 前 13：45〜14：15
　 　 王 子 製 紙 社 宅 前 15：00〜15：30 20日 水 上 中 分 館 前 14：20〜15：00

　　７日 木 新 野 公 民 館 前 13：45〜14：20 21日 木 大 潟 分 館 前 14：00〜14：30
　 新 野 駅 前 14：30〜15：00 見 能 林 公 民 館 前 14：40〜15：10

８日 金 桑野コミュニティーセンター前 14：10〜14：40 26日 火 椿 公 民 館 前 13：45〜14：15
　 　 山 口 分 館 前 14：50〜15：20 旧 椿 泊 保 育 所 前 14：30〜15：00

12日 火 老 人 ホ ー ム 福 寿 荘 14：00〜14：30 　 27日 水 長 生 公 民 館 前 13：30〜14：00
15日 金 加 茂 谷 中 学 校 前 12：50〜13：20 宝 田 公 民 館 前 14：10〜14：40

　 　 加 茂 谷 幼 稚 園 前 13：40〜14：20  　28日 木 橘 町 井 内 新 聞 店 前 13：50〜14：30
大 野 公 民 館 前 14：30〜15：00 阿 南 県 営 住 宅 前 14：40〜15：10

としょかんライフ

　図書館は市民の皆さんの読みたい本を集めてくる

窓口です。

　毎日の生活の中で、図書館をどんどん利用しまし

ょう！

　１枚の利用者カードで、阿南市立図書館３館（阿

南・那賀川・羽ノ浦）全て利用できます。阿南市内

にお住まい・お勤め・通学されている方ならどなた

でも利用者カードを作ることができます。

　図書館カウンターでお申し込みください。（運転

免許証など、住所が確認できるものが必要です。）

　さあ、「利用者カード」を作り、あなたのとしょ

かんライフを始めてください。

＊平成 20年３月以前に作られた利用者カードでは

利用できませんので、新しいカードの発行手続きを

してください。

Let’s enjoy

利用者カードを
　作りましょう！Vol.1

どなたでも無料でご利用いただけます。なお、雨天の場合は日程を変更することがあります。
阿南図書館　☎23－2020

移動図書館「わかたけ号」巡回日程表
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「
有
機
栽
培
」
と
は
、
２
年
以
上
無
農
薬
、

化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
土
壌
で
栽
培
す
る

こ
と
で
、
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
た
農
産
物
は

国
の
登
録
認
定
機
関
の
認
定
を
受
け
て
「
有

機
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク
」
が
付
け
ら
れ
る
。

　

新
居
さ
ん
が
作
る
有
機
農
産
物
の
黒
米

「
弥
生
紫
」
は
、
昔
な
が
ら
の
手
作
業
に
よ

る
伝
統
農
法
に
よ
っ
て
丁
寧
に
栽
培
さ
れ
、

県
内
外
の
健
康
志
向
者
か
ら
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。
昨
年
に
は
徳
島
県
が
推
奨
し
て
い

る
「
阿
波
の
逸
品
」
の
中
で
も
特
に
優
れ
た

商
品
と
し
て
、
特
選
の
８
品
の
一
つ
に
選
ば

れ
た
。

　

昔
な
が
ら
の
伝
統
農
法
で
無
農
薬
、
無
化

学
肥
料
、
除
草
剤
を
使
用

し
な
い
。　
　

口
で
表
す

こ
と
は
簡
単
だ
が
、農
薬
・

化
学
肥
料
の
便
利
さ
を
知

っ
た
今
の
時
代
に
そ
れ
が

い
か
に
大
変
な
こ
と
か
、

農
業
を
少
し
で
も
知
る
人

は
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

手
作
業
に
よ
る
田
植
え

と
稲
刈
り
、
天
日
干
し
は

も
と
よ
り
、
草
の
発
生
を

抑
え
る
た
め
、
夏
場
の
暑

い
時
期
に
ひ
た
す
ら
田
ん

ぼ
の
中
で
「
コ
ロ
」
を
つ

出
る
と
い
う
。

　

評
判
は
徐
々
に
広
が
り
、
県
外
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
注
文
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
出
穂
前
の
稲
の
葉
っ
ぱ
は
も
の
す
ご
く

甘
い
ん
で
す
よ
。
そ
の
甘
み
は
穂
に
移
り
、

た
っ
ぷ
り
の
栄
養
を
含
ん
だ
、
お
い
し
い
お

米
に
な
る
ん
で
す
。
納
得
で
き
な
け
れ
ば
お

客
様
に
は
出
せ
ま
せ
ん
」
と
き
っ
ぱ
り
。　

　

ま
も
な
く
今
年
の
田
植
え
が
始
ま
る
。

－

ひ
と 

輝
く 

阿あ

南な
ん

人び
と

－

　

徳
島
と
古
代
米
に
は
歴
史
に
深
い
繋
が
り
が
あ
る
。

そ
の
伝
統
を
守
る
た
め
敬
遠
し
が
ち
な
農
業
に
あ
え
て

飛
び
込
ん
だ
若
者
が
い
る
。
手
間
暇
を
か
け
て
「
う
ま

い
」
と
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
る
お
米
を
作
る
こ
と
に

情
熱
を
燃
や
す
の
は
、
新
居
義
治
さ
ん
（
33
歳:

那
賀

川
町
）
だ
。
父
親
と
妻
の
三
人
で
有
機
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

き
、
冬
場
は
落
ち
葉
の
堆
肥
を
約
半
年
か
け

て
作
り
あ
げ
る
。
そ
の
作
業
の
よ
う
す
を
見

て
い
た
古
老
た
ち
か
ら
は
、「
あ
ん
た
ら
身

体
壊
さ
ん
よ
う
に
し
い
な
あ
」
と
励
ま
し
て

く
れ
た
と
い
う
。

　
「
農
業
を
あ
ま
り
知
ら
な
ん
だ
か
ら
で
き

た
ん
で
し
ょ
う
ね
」
と
笑
う
。
家
は
代
々
続

い
た
農
家
だ
っ
た
が
、
大
学
時
代
ま
で
は
専

業
農
家
を
め
ざ
し
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
農
業

と
は
対
角
線
上
に
あ
る
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
専

攻
し
、
将
来
は
そ
ち
ら
の
方
面
に
進
も
う
と

し
て
い
た
の
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
次
第
に
大
量
生
産
や
販
売
、

大
消
費
中
心
の
社
会
に
疑
問
を
抱
く
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。「
こ
ん
な
状
態
が
い
つ
ま
で

も
続
く
わ
け
が
な
い
。
日
本
の
伝
統
に
こ
そ

真
の
価
値
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」。
答
え

を
見
出
す
べ
く
世
界
各
地
を
訪
ね
歩
き
そ
の

思
い
を
強
く
し
て
い
っ
た
。

　

ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
、
主
と
な
っ
て
農
業
を

し
て
い
た
祖
父
に
代
わ
り
、
新
た
に
父
親
が

有
機
農
法
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
た
。
ま

た
家
に
代
々
受
け
継
が
れ
て
き
た
古
代
米
に

は
大
変
な
歴
史
が
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。

「
量
産
よ
り
も
個
」
を
大
事
に
す
る
自
分
の

考
え
と
農
業
が
リ
ン
ク
し
た
。

　

27
歳
で
帰
郷
。
朝
早
く
か
ら
真
夜
中
ま
で

の
農
作
業
に
、
休
み
と
い
う
概
念
が
な
く
身

体
も
き
つ
い
が
徐
々
に
慣
れ
て
い
っ
た
。

　

米
は
手
間
を
か
け
れ
ば
か
け
る
ほ
ど
旨
み

が
増
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
天
候
や
自
然
に

左
右
さ
れ
や
す
い
。
あ
る
年
は
台
風
で
種
も

み
し
か
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　

今
で
も
収
穫
の
際
に
は
「
あ
ー
や
っ
と
採

れ
た
」
と
ほ
っ
と
し
て
、
う
れ
し
く
て
涙
が

冬場集めた「落ち葉」は、腐葉土となり、
半分以下の量になる。
鍬でまぜる作業をする新居さん。

輝
く
人
が
い
る
。

が
ん
ば
る
人
が
い
る
。

ま
ち
の
主
人
公
は
「
ひ
と
、
市
民
」。

ひ
と
が
輝
き

阿
南
の
ま
ち
も
輝
く
。

日
時　
５
月
31
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時

集
合
場
所　
那
賀
川
町
小
延

定
員
・
対
象　
50
名
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
が
、
小
学
生
以
下
の
方
は
保
護
者

同
伴
と
な
り
ま
す
。

参
加
費　
無
料

内
容　
珍
し
い
古
代
米
を
一
苗
ず
つ
手

植
え
し
ま
す
。
和
太
鼓
の
演
奏
も
一
緒

に
楽
し
め
ま
す
。
秋
に
は
稲
刈
り
を
行

う
予
定
で
す
。

持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、
雨
具
、
帽

子
、
タ
オ
ル
２
枚

連
絡
事
項　
汚
れ
て
も
い
い
服
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

主
催
者
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
食

文
化
活
性
委
員
会（
☎
42

－

１
３
３
１
）

担
当
者　

新
居
（
☎
０
８
０

－

３
０
３

０

－

５
５
７
４
）
へ

田
ん
ぼ
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
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神
野　

利
津

黄
砂
降
る
五
百
羅
漢
の
頭
上
に
も

阿
部
て
る
み

鯉
の
背
に
揺
ら
ぐ
日
輪
春
の
池

井
内　

テ
ル

病
床
を
乙
女
椿
で
は
な
や
か
に

川
田　

政
子

長
堤
の
ヴ
ィ
ナ
ス
ラ
イ
ン
下
萌
え
る

繁
木　

良
子

梅
咲
く
も
不
況
の
風
は
お
さ
ま
ら
ず

久
田　

美
恵

春
疾
風
乱
心
の
ご
と
髪
か
ら
む

長
谷
川
葉
月

全
方
位
春
集
団
で
や
っ
て
来
た

安
部
み
ち
子

げ
ん
げ
田
に
寝
て
白
雲
と
旅
に
出
る

山
上　

候
代

春
嵐
政
界
ま
で
も
吹
き
荒
れ
し阿

南
川
柳
会
会
長

喜

多

倉

吉　

選

川　

柳

二
階
千
代
美

旅
先
の
ド
ラ
マ
で
縁
が
結
ば
れ
る

鈴
木
レ
イ
子

ム
ー
ド
派
の
本
領
恋
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

林　
　

満
子

無
限
大
の
宇
宙
で
地
球
と
い
う
世
界　
　
　
　
　
　

芝　

恵
美
子

お
早
う
か
ら
今
日
の
ド
ラ
マ
の
幕
が
明
く原　

公
美
子

赤
い
糸
探
し
あ
ぐ
ね
て
い
る
息
子

阿
南
市
文
化
祭

短
歌
大
会
作
品

短　

歌

横
山
み
つ
枝

梅
雨
晴
れ
に
諸
手
を
の
ば
す
日
々
草
プ
ラ
ン
タ
ー
よ

り
出
で
ん
と
す
る
か

安
宅
智
恵
子

香
を
焚
き
夫
に
一ひ
と

日ひ

の
報
告
す
応
答
な
け
れ
ど
心
安

ら
ぐ

五
島　

秀
子

風
凪
ぎ
て
漆
の
ご
と
き
水
の
面
鯉
泳
ぎ
来
て
金
閣
崩

る

清　
　

善
恵

は
し
り
穂
の
棚
田
に
今
年
も
猪
き
し
か
豊
作
大
事
と

張
る
電
気
柵

三
澤　

和
子

引
く
潮
は
あ
ら
た
な
聖
地
足
あ
と
を
つ
け
ゆ
く
児
ら

の
喚
声
た
か
し

近
藤　

久
子

今
風
に
ペ
ッ
ト
の
お
茶
を
喇
叭
飲
み
阿
波
弁
弾
み
弁

当
を
食
ぶ

森　
　

和
代

よ
じ
登
る
凌の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

霄
花
の
赤
橙
狂
女
の
舞
を
風
と
演
ず
る

阿
南
市
俳
句
連
合
会
選

俳　

句

 

森　

泰
子

朧
夜
の
祖
母
に
寄
り
そ
う
少
女
か
な

今
こ
こ
に
生
き
て
い
ま
す
。「
命
」

と
い
う
も
の
が
、
こ
う
や
っ
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
を
、
改

め
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

今
、
私
が
こ
こ
に
生
き
て
存
在
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
過
去
か
ら

一
度
も
「
命
」
が
途
切
れ
た
こ
と
が

な
い
と
い
う
証
し
で
す
。
そ
し
て
、

そ
の
「
命
」
を
つ
な
げ
る
た
め
に
そ

そ
が
れ
た

「
慈
し
み
」

も
ま
た
つ
な

が
っ
て
い
ま

す
。
私
の

「
命
」
の
中

に
、
長
い
歴

史
が
息
づ
い

て
い
る
の
を

感
じ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
同
時

に
、
こ
の
「
命
」
と
「
慈
し
み
」
の

心
を
、
未
来
へ
と
つ
な
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
責
任
を
痛
感
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
！　

命
を

つ
な
げ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」。

　

次
は
、
長
生
町
の
澤　

邦
博
さ
ん

に
お
願
い
し
ま
す
。

つ
な
ぐ
い
の
ち

　

５
年
前
の
４
月
に
89
歳
で
亡
く
な

っ
た
祖
母
は
、
23
歳
の
若
さ
で
戦
争

未
亡
人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、

ま
だ
３
才
だ
っ
た
私
の
父
と
、
生
ま

れ
た
ば
か
り
の
叔
父
を
女
手
一
つ
で

育
て
あ
げ
ま
し
た
。
父
親
代
わ
り
も

し
て
い
た
祖
母

は
、
本
当
に
厳

し
い
人
で
、
私

が
子
ど
も
の
頃
、

よ
く
叱
ら
れ
た

の
を
覚
え
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
私
は

６
人
の
子
ど
も

の
父
と
な
り
ま
し
た
。
も
う
す
ぐ
６

才
に
な
る
一
番
下
の
娘
が
、
祖
母
が

抱
い
た
最
後
の
ひ
孫
に
な
っ
た
わ
け

で
す
が
、
祖
母
が
亡
く
な
る
時
、
祖

母
に
は
７
人
の
孫
と
、
21
人
の
ひ
孫

が
い
ま
し
た
。

　

23
才
で
夫
を
亡
く
し
た
祖
母
が
、

悲
嘆
に
く
れ
な
が
ら
も
、
必
死
に
幼

か
っ
た
父
た
ち
を
育
て
て
く
れ
た
か

ら
こ
そ
、
私
や
私
の
子
ど
も
た
ち
が
、

市
民
文
芸
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上 中 町
西條　誠人さん
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永
五
（
一
四
〇
八
）
五
月
六
日
没
。

　

義
詮
の
長
男
。
一
〇
歳
で
征
夷
大

将
軍
に
な
っ
た
。
天
授
四
・
永
和
四

年
（
一
三
七
八
）
幕
府
を
京
都
高
倉

か
ら
室
町
へ
移
し
た
。
こ
の
た
め
足

利
幕
府
が
室
町
幕
府
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
義
満
は
幼
少
で
将
軍

に
な
っ
た
た
め
、
阿
波
の
細
川
頼
之

が
管
領
と
し
て
補
佐
し
た
。

　

明
徳
三
・
天
中
九
年
（
一
三
九
二
）

南
北
朝
の
合
一
を
実
現
さ
せ
た
。
細

川
頼
之
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
か

っ
た
。
ま
た
、
明
国
と
盛
ん
に
貿
易

を
行
い
、
巨
額
の
利
益
を
あ
げ
た
。

応
永
一
〇
年
二
月
、
明
の
永
楽
帝
に

宛
て
た
国
書
に
「
日
本
国
王
臣
源
直

義
」
と
書
い
て
い
る
。
直
義
は
義
満

の
こ
と
で
あ
る
。
義
満
は
明
国
皇
帝

か
ら
日
本
国
王
に
任
命
さ
れ
て
い
た

か
ら
で
あ
る
。

　

応
永
元
年
（
一
三
九
四
）、
将
軍

職
を
子
義
持
に
譲
っ
て
出
家
し
た
。

し
か
し
、
太
政
大
臣
と
し
て
実
権
は

放
さ
な
か
っ
た
。
応
永
四
年
、
京
都

北
山
第
を
建
て
た
。
こ
れ
が
「
金
閣

寺
」
で
あ
る
。

　

義
満
を
助
け
て
き
た
細
川
頼
之
は
、

天
授
五
・
康
暦
元
年
（
一
二
七
九
）

越
中
守
護
（
後
、
管
領
）
斯
波
義
将

ら
重
臣
た
ち
と
対
立
、
義
満
の
信
頼

を
失
っ
て
失
脚
し
た
。
し
か
し
、
義

満
は
頼
之
の
補
佐
を
必
要
と
し
天
中

八
・
明
徳
二
年
（
一
三
九
一
）
管
領

に
復
帰
さ
せ
た
。　

（
続
く
）

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長　
　

湯　

浅　

良　

幸　

阿
南
ふ
る
さ
と
探
訪
その39

　
初
代
足
利
尊
氏　
嘉
元
三
年
（
一

三
〇
五
）
生
。
正
平
十
三
年
（
一
三

五
八
）
四
月
三
〇
日
没
。

　

足
利
氏
は
、
下
野
国
足
利
荘
を
所

領
と
す
る
清
和
源
氏
足
利
流
の
惣
領

で
あ
る
。
八
幡
太
郎
義
家
の
孫
義
康

が
足
利
氏
の
初
代
で
あ
る
。

　

義
康
の
兄
義
重
は
新
田
氏
の
祖
で

あ
る
。
同
門
で
あ
る
尊
氏
と
義
貞
は

激
し
く
争
っ
た
。

　

尊
氏
は
一
説
に
よ
る
と
丹
波
の
八

田
郷
上
杉
（
現
京
都
府
綾
部
市
）
の

生
ま
れ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
尊
氏
の

母
は
上
杉
清
子
と
い
う
。
上
杉
氏
の

出
身
は
丹
波
の
上
杉
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
丹
波
出
身
説
に
確
証
が

な
い
た
め
、
丹
波
か
鎌
倉
に
生
ま
れ

足
利
に
住
し
た
と
い
わ
れ
る
。
足
利

氏
の
系
譜
で
は
鎌
倉
生
ま
れ
と
し
て

い
る
。

　

尊
氏
は
初
め
高
氏
と
名
乗
っ
て
い

た
が
、
後
に
後
醍
醐
天
皇
か
ら
尊
治

の
一
字
を
賜
っ
て
尊
氏
と
改
め
た
。

元
弘
元
年
（
一
三
三
一
）
父
貞
氏
の

死
去
に
よ
り
、
家
督
を
相
続
し
た
。

尊
氏
は
北
條
軍
に
従
い
笠
置
山
、
赤

坂
城
攻
め
に
加
わ
っ
た
。
や
が
て
、

丹
波
の
篠
村
八
幡
宮
で
北
條
氏
に
背

き
、
六
波
羅
探
題
を
滅
ぼ
し
た
。
後

醍
醐
天
皇
か
ら
建
武
政
権
成
立
の
勲

功
第
一
と
さ
れ
た
。
天
皇
か
ら
尊
の

一
字
を
も
ら
っ
た
の
は
こ
の
時
で
あ

る
。

　

や
が
て
尊
氏
は
北
條
高
時
の
次
男

時
行
の
乱
を
平
定
す
る
た
め
鎌
倉
へ

下
っ
た
。
そ
の
時
、
天
皇
に
新
田
義

貞
の
討
伐
を
願
い
出
た
が
、
か
え
っ

て
天
皇
は
義
貞
に
尊
氏
の
討
伐
を
命

じ
た
。
尊
氏
は
義
貞
軍
を
破
り
、
そ

の
勢
い
を
も
っ
て
上
洛
し
た
。
し
か

し
、
陸
奥
か
ら
北
畠
顕
家
軍
が
鎌
倉

へ
攻
め
入
り
、
足
利
軍
は
敗
れ
て
九

州
へ
走
っ
た
。
こ
の
時
、
尊
氏
は
光

厳
上
皇
（
持
明
院
統
）
を
擁
立
し
て

天
皇
と
し
た
。

　

中
国
、
四
国
、
九
州
の
諸
将
た
ち

の
多
く
は
尊
氏
に
味
方
し
た
。
や
が

て
楠
木
正
成
軍
、
新
田
義
貞
軍
を
破

り
、
光
厳
天
皇
の
弟
豊
仁
親
王
を
た

て
て
光
明
天
皇
と
し
て
北
朝
を
建
て

た
。
後
醍
醐
天
皇
を
吉
野
へ
走
ら
せ

以
来
約
六
〇
年
間
、
南
北
朝
抗
争
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

延
元
三
・
暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）

光
明
天
皇
か
ら
征
夷
大
将
軍
に
任
命

さ
れ
、
足
利
幕
府
を
開
い
た
。

　

正
平
七
・
文
和
元
年
（
一
三
五
二
）

仲
違
い
し
て
い
た
弟
直
義
を
鎌
倉
で

殺
し
た
。

　

延
元
六
四
・
暦
応
二
年
後
醍
醐
天

皇
は
崩
じ
た
。
尊
氏
は
元
へ
貿
易
船

（
天
龍
寺
船
）
を
派
遣
し
て
交
易
に

務
め
た
。

　

正
平
一
三
・
延
文
三
年
（
一
三
五

八
）
四
月
、
尊
氏
は
五
四
歳
で
病
死

し
た
。
長
男
義
詮
が
二
代
将
軍
と
な

っ
た
。
し
か
し
、
正
平
二
三
・
貞
治

六
年
（
一
三
六
七
）
義
詮
は
三
八
歳

で
病
死
。
長
男
義
満
が
一
〇
歳
で
三

代
将
軍
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
最
近
の
研
究
で
尊
氏
像
と

し
て
伝
わ
る
肖
像
は
、
別
人
の
も
の

（
一
説
に
は
執
事
の
高
師
直
）ら
し
い
。

　
二
代
義
詮　
元
徳
二
年
（
一
三
三

〇
）
六
月
一
八
日
生
、
正
平
二
二
・

貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
一
二
月
七

日
没
。

　

尊
氏
の
次
男
。
五
月
八
日
義
貞
が

鎌
倉
を
攻
め
た
時
、
尊
氏
は
義
詮
を

名
代
と
し
て
鎌
倉
へ
派
遣
し
た
。
五

月
二
二
日
、
高
時
以
下
の
北
條
氏
は

滅
亡
し
た
。
京
都
か
ら
細
川
和
氏
、

頼
春
、
師
氏
ら
が
鎌
倉
へ
下
っ
て
義

詮
を
助
け
た
。
和
氏
ら
は
阿
波
の
武

将
で
あ
る
。
や
が
て
義
貞
は
鎌
倉
を

逃
れ
、
直
義
が
執
権
と
し
て
鎌
倉
へ

下
向
し
た
。

　
三
代
義
満　
正
平
一
三
・
延
文
三

年
（
一
三
五
八
）
八
月
二
二
生
、
応

室
町
将
軍
・
平
島
公
方
（
三
）

義満が建立した金閣寺
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ひろ
ば

市
民
の
情報

第
10
回
真
向
法
体
操

講
習
会
の
お
知
ら
せ

　

健
康
体
操

真
向
法
講
習

会
を
開
催
し

ま
す
。

　

健
康
は
正

し
い
姿
勢
か

ら
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

真
向
法
は

正
し
い
姿
勢

を
つ
く
る
健

康
体
操
で
す
。

た
っ
た
四
つ
の
動
作
を
組
み
合
わ
せ

た
体
操
で
、
足
腰
が
柔
軟
に
な
り
、

姿
勢
が
よ
く
な
り
、
若
さ
が
保
た
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
心
ま
で
生
き
生
き

と
若
返
り
ま
す
。

　

講
師
は
㈳
真
向
法
協
会
会
長
、
佐

藤
良
彦
先
生
で
す
。
先
生
か
ら
直
接

ご
指
導
が
戴
け
る
い
い
機
会
で
す
。

ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
時　
５
月
28
日
㈭　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館
１
階
健
康

ル
ー
ム

※
参
加
費
は
無
料
で
す
。
事
前
の
申

し
込
み
も
不
要
で
す
。
体
操
の
で
き

る
服
装
で
、
タ
オ
ル
な
ど
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
真
向
会
会
長

石
澤
三
朗
（
☎
23

－

３
３
１
０
）
へ

楽
し
い
英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

　

や
さ
し
い
初
歩
の
英
会
話
を
、
み

ん
な
で
楽
し
く
学
習
し
ま
せ
ん
か
。

　

ぜ
ひ
、
一
度
見
学
に
お
い
で
く
だ

さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

受
講
日
時　
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日

午
後
２
時
〜
４
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

受
講
料　
年
間
１
万
４
千
円
程
度

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
阿
井

（
☎
22

－

０
４
２
１
）
へ

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦
等

就
業
支
援
講
習
会
受
講
者
募
集

受
講
対
象
者　

母
子
家
庭
の
母
等

（
た
だ
し
夫
の
暴
力
に
よ
り
母
と
子

で
家
出
を
し
て
い
る
事
例
な
ど
で
婚

姻
の
実
態
は
失
わ
れ
て
い
る
が
、
止

む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
離
婚
の
届

出
を
行
っ
て
い
な
い
方
等
含
む
）。

科
目　
▼
調
理
師
講
習（
５
月
11
日
）

▼
訪
問
介
護
員
養
成
研
修
２
級
課
程

（
５
月
25
日
）
▼
医
療
事
務
講
習
（
８

月
11
日
）
▼
パ
ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
講
習

（
昼
間
５
月
８
日
、
夜
間
５
月
22
日
）

▼
パ
ソ
コ
ン
エ
ク
セ
ル
講
習
（
昼
間

６
月
５
日
、
夜
間
８
月
21
日
）
▼
パ

ソ
コ
ン
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
土
日
講

習
（
８
月
11
日
）

※
（　

）
内
は
申
し
込
み
締
め
切
り

日
で
す
。
開
講
日
時
、
募
集
定
員
等

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
㈶
徳
島
県
母
子
寡

婦
福
祉
連
合
会
（
☎
０
８
８

－

６
５

４

－

７
４
１
８
）
へ

市
民
劇
場
５
月
例
会

劇
団
ス
イ
セ
イ
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

　

広
い
宇
宙
の
中
、
私
た
ち
は
生
き

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
愛
と
夢
を
抱
い

て
生
き
る
の
で
す
。

　

左
記
の
と
お
り
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
広
い
宇
宙
の
中
で
」
を
公
演
し
ま

す
。
命
の
尊
さ
を
再
確
認
し
ま
せ
ん

か
。
新
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

日　
時　
５
月
16
日
㈯　

午
後
６
時

30
分
開
演

場　
所　
市
民
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

阿
南
市
民
劇
場

（
☎
23

－

４
３
０
４
）
へ

た
ん
ぽ
ぽ
ま
つ
り

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
た
ん
ぽ
ぽ

で
は
次
の
日
程
で
、｢

た
ん
ぽ
ぽ
ま

つ
り｣

を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
24
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
（
受
付
）
10
時
（
開
会
）
午
後
２

時場
所　
阿
南
市
社
会
福
祉
会
館
（
旧

那
賀
川
町
民
セ
ン
タ
ー
）

内
容　

利
用
者
手
作
り
の
作
品
展

示
・
即
売
・
各
種
模
擬
店
、
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、
不
要
品
バ
ザ
ー

お
ね
が
い　
不
要
品
バ
ザ
ー
の
品
物

（
古
着
は
除
く
）
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ご
提
供
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
☎
44

－

６
８
８
８
）
へ

第
４
回

阿
南
市
合
唱
祭

　

阿
南
市
内
の
合
唱
団
７
団
体
と
、

徳
島
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
女
声
合
唱

団
「
フ
ラ
ウ
リ
ッ
ヒ
・
ヴ
ォ
カ
ー
ル
」

の
皆
さ
ま
の
ゲ
ス
ト
出
演
で
、
合
唱

を
お
送
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

日
時　
５
月
24
日
㈰　

午
後
２
時
開

演
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

会
場　
夢
ホ
ー
ル
（
阿
南
市
文
化
会

館
）

※
入
場
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
松
村
（
☎
22

－

３

７
１
９
）
へ

青
年
海
外
協
力
隊
員
・

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

技
術
や
経
験
を
活
か
し
て
、
開
発

途
上
国
の
人
々
の
自
助
努
力
を
促
進

さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を
展
開
し
ま

せ
ん
か
。

応
募
締
切 

５
月
18
日
㈪（
消
印
有
効
）

　

応
募
資
格
、
募
集
分
野
等
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
四
国
支

部
（
☎
０
８
７

－

８
３
３

－

０
９
０

１
）
へ
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阿
南
市
文
化
協
会
主
催

講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

日
本
絵
手
紙
友
の
会
県
会
長
で
あ

り
詩
人
で
あ
る
上
野　

隆
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
地
域
子
ど
も
会
育
成
に
関
わ
り

保
育
園
を
開
設
さ
れ
て
、
現
在
絵
手

紙
公
認
講
師
と
し
て
幅
広
く
活
動
さ

れ
て
い
る
上
野
さ
ん
の
汗
と
才
能
の

七
十
年
を
お
話
戴
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

演
題　
人
生
行
き
当
り
ば
っ
た
り

講
師　
上
野　

隆
先
生

日
時　
５
月
17
日
㈰　

午
後
３
時
〜

４
時
半

※
入
場
無
料
で
す
。

場
所　
文
化
会
館
２
階
研
修
室

問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
市
文
化
協
会

（
☎
21

－

０
８
０
８
）
へ

海
上
自
衛
隊
徳
島
教
育

航
空
群
音
楽
祭

日
時　
６
月
19
日
㈮　

開
場
：
午
後

５
時
30
分
／
開
演
：
午
後
６
時
30
分

場
所　
鳴
門
市
文
化
会
館

出
演　
海
上
自
衛
隊
舞
鶴
音
楽
隊

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
入
場
整
理

券
が
必
要
で
す
。
入
場
整
理
券
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
５
月
１
日
㈪
か

ら
市
役
所
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
海
上
自
衛
隊
徳
島

教
育
航
空
群
広
報
室
（
☎
０
８
８

－

６
９
９

－

５
１
１
１
）
へ

那
賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ラ
ン

羽
ノ
浦
大
会

44

－

２
１
５
３
）
へ

浄
化
槽
ク
イ
ズ

当
選
者
の
発
表

　

３
月
７
日
の
活
竹
祭
で
開
催
し
ま

　年末、世界的な経済不況の影響により企業等から派遣契約の打ち切りなどで仕事や住

居を失った方たちを支援するために開設された「年越し派遣村」。そのようすは新聞や

テレビ等で大きく報道され、ご覧になられた方も多いと思います。

　阿南市出身で、現在東京で大学院生の庄野真代さん（23歳）は、「自分に何かできる

ことはないだろうか」との思いで、派遣村支援ボランティアに参加され、感じたことや、

その思いについて、広報あなんに投稿いただきました。

　

市
内
外
か
ら
自
然

を
愛
す
る
大
勢
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
が
流
域

の
沿
道
を
走
り
ま
す

の
で
応
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日　
時　
５
月
17
日

㈰　

午
前
８
時
40
分

開
会
・
９
時
10
分
〜

那
賀
川
河
川
敷
公
園

（
羽
ノ
浦
町
明
見
）

を
順
次
ス
タ
ー
ト
。

▼
Ａ
コ
ー
ス　

１
２

０
㎞
（
那
賀
町
木
沢

支
所
折
り
返
し
）

▼
Ｂ
コ
ー
ス　

50
㎞

（
那
賀
町
丹
生
谷
橋

折
り
返
し
）

※
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
と

も
復
路
は
那
賀
町
仁

宇
、
十
八
女
、
加
茂

谷
、
下
大
野
を
経
由

（
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
那
賀
町
鷲
の
里
）。

問
い
合
わ
せ
は　
那

賀
川
流
域
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
ラ
ン
実
行
委
員

会
事
務
局
福
住
（
☎

し
た
浄
化
槽
ク
イ
ズ
に
、
多
数
の
皆

さ
ま
が
ご
参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

厳
正
な
抽
選
を
行
っ
た
結
果
、
次

の
方
々
が
ご
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
野　

様
（
那
賀
川
町
）・
飯
島

様
（
那
賀
川
町
）・
宮
本　

様
（
那

賀
川
町
）・
田
村　

様
（
向
原
町
）・

篠
原　

様
（
横
見
町
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
社
団
法
人　

徳
島

県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
本
部
（
☎
０

８
８

－

６
３
６

－

１
２
３
４
）
へ

　これが日本なのか !? 温かい食事を求めて列をなす人々、やっと安心して眠れたと安

堵の表情を見せる人々…。東京・日比谷公園に大みそかから1月5日まで開設された「年

越し派遣村」に、ボランティアとして参加した。6日間の活動を通して感じたことを振

り返るとともに、再び派遣村ができない社会の実現には何が必要か、徳島県ではどのよ

うな取り組みが可能かを考えてみたい。

　派遣村のねらいは 2点。炊き出しや寝場所提供などにより被害者の命を支えること、

そして貧困の「可視化」を通じて政治・社会へ問題提起をすることであった。東京のど

真ん中に開設された派遣村に、連日の報道を聞きつけ多くの人々が集まった。派遣切り

にあった人など約500名の生活困窮者（以下、村民）、20団体以上のNPOや労働組合

から構成される実行委員、そして約1700名のボランティア。「何かしたい」という思

いに駆られ、私は炊き出しや掃除などのボランティア活動を行った。

　活動の最中、私は徳島県や、小学校２年生まで暮らしていた阿南市のことを考え続け

ていた。地方出身のある村民のことばを、忘れられなかったからだ。「上京したものの

不況で職もなく、頼る者もなく、今やホームレス」—。胸が痛くなった、これが日本か

と。派遣村村民約500名は、貧困状態に追いやられた人々のごく一部にすぎない。今で

も村民の何倍・何十倍という人たちが、安定した生活の見通しが立たないまま、ネット

カフェや路上を彷徨っているものと想像される。中には徳島県出身の方もいるかもしれ

ない。

　このような現状を打破するには、どうすればよいのだろうか？問題が複雑ゆえに簡単

に答えは見つからないが、解決へのヒントを探す第一歩は、「派遣村が可視化した貧困と

は何だったのか」と問うてみることだと私は思う。そして同時に、地域ではどのような

取り組みが可能かを、周囲の人々と考えてみることが必要だと思う。地域や分野を超え

て人々と連帯し、声をあげていくこともまた重要ではないだろうか。私自身も学び続

けると同時に、徳島・阿南の取り組みに注目したい。

来月号の原稿の締め切りは、５月７日㈭となっています。
掲載基準等、くわしくは秘書広報課（☎22－1110）までお尋ねください。
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犬の登録と予防注射
　飼い犬は、登録（生涯１回）と毎年１回の狂犬病予防注射が義務づけられています。
料金は 6,000 円（登録が 3,000 円、注射が 3,000 円）です。

次の点にご注意ください。
○生涯登録を済ました飼い犬が死亡したときや犬の所在地・飼い犬が変わったときなどは届

出が必要です。
○当日、異常があると思われる犬は注射を受けるときに申し出てください。

５月 地区 時　　間 場　　　　所

20
日 

㈬

見　
能　
林

 9:30 〜  9:40 才 見 分 館 前
 9:50 〜 10:00 中 林 分 館 前
10:10 〜 10:20 北 の 脇 石 油 裏 の 庵
10:30 〜 10:40 見 能 林 公 民 館
10:50 〜 11:00 林 崎 正 八 神 社
11:10 〜 11:20 大 潟 分 館 前
11:30 〜 11:40 津 ノ 峰 分 館 前

桑　
　
野

13:00 〜 13:10 山 口 分 館 前
13:20 〜 13:30 川 西 集 会 所 前
13:40 〜 13:50 桑 野 駅 前
14:00 〜 14:10 大 地 田 村 商 店 前
14:20 〜 14:30 成 松 集 会 所 前

21
日 

㈭

宝
田
・
中
野
島
・
長
生

 9:30 〜  9:40 石 本 秀 松 園 前
 9:50 〜 10:00 宝 田 公 民 館 前
10:10 〜 10:20 阿南バッティングセンター横
10:30 〜 10:40 上 中 分 館 前
10:50 〜 11:00 柳 島 老 人 ル ー ム
11:10 〜 11:20 横 見 消 防 詰 所 前
13:00 〜 13:10 長 生 住 民 セ ン タ ー
13:20 〜 13:30 長 生 隣 保 館 前
13:40 〜 13:50 西 方 大 将 軍 神 社 前

22
日 

㈮

福　
井
・
新　
野

 9:30 〜  9:40 福 井 町 総 合 セ ン タ ー
 9:50 〜 10:00 福 井 駅 前
10:10 〜 10:20 旧 福 井 南 小 学 校
10:40 〜 11:00 新 野 旧 家 畜 診 療 所
11:10 〜 11:20 新 野 住 民 セ ン タ ー
13:00 〜 13:10 久 田 橋 東 詰
13:20 〜 13:30 農 協 徳 信 集 荷 場 前
13:50 〜 14:00 生 谷 バ ス 停 前

25
日 

㈪

大　

野
・
加
茂
谷

 9:30 〜  9:40 下 大 野 八 幡 神 社 前
 9:50 〜 10:00 大 野 住 民 セ ン タ ー
10:10 〜 10:20 上 大 野 八 幡 神 社 前
10:40 〜 10:50 熊 谷 町 集 会 所 前
11:00 〜 11:10 加 茂 谷 総 合 セ ン タ ー
11:20 〜 11:30 楠 根 消 防 格 納 庫 前
13:00 〜 13:10 農 協 大 井 支 所 前
13:20 〜 13:30 十八女コミュニティセンター前
13:40 〜 13:50 お 松 権 現

26
日 

㈫

椿
・
椿　
泊
・
橘

 9:50 〜 10:00 働 々 バ ス 停 前
10:10 〜 10:20 椿 住 民 セ ン タ ー
10:40 〜 10:50 椿 泊 連 絡 所 前
13:00 〜 13:10 鵠 分 館 前
13:20 〜 13:30 海 正 八 幡 神 社 前
13:40 〜 13:50 橘 町 総 合 セ ン タ ー
14:00 〜 14:10 旧 橘 小 学 校 前
14:20 〜 14:30 阿 南 勤 労 者 体 育 セ ン タ ー

５月 地区 時　　間 場　　　　所

28
日 

㈭

富　
　
　
岡

 9:20 〜  9:30 黒 津 地 八 幡 神 社 前
 9:40 〜  9:50 王 子 バ ス 停 広 場
10:00 〜 10:10 日開野コミュニティセンター前
10:20 〜 10:30 三 石 神 社 前
10:40 〜 10:50 阿南青少年健全育成センター前
11:00 〜 11:10 正 福 寺 入 口
11:20 〜 11:30 阿 南 ひ ま わ り 会 館

29
日 

㈮

羽　
ノ　
浦

 9:30 〜  9:40 阿 南 市 羽 ノ 浦 支 所
 9:50 〜 10:00 春 日 野 中 央 公 園
10:10 〜 10:20 あ ず み が 丘 天 神 神 社
10:30 〜 10:40 岩 脇 小 学 校 校 庭
10:50 〜 11:00 羽 ノ 浦 公 民 館 古 庄 分 館

那　
賀　
川

13:00 〜 13:10 西 原 農 協 支 所 前
13:20 〜 13:30 那 賀 川 公 民 館 平 島 分 館
13:40 〜 13:50 出 島 神 明 神 社
14:00 〜 14:10 那 賀 川 公 民 館
14:20 〜 14:30 小 延 日 吉 神 社
14:40 〜 14:50 島 尻 厳 島 神 社
15:00 〜 15:10 阿 南 市 那 賀 川 支 所

●犬はつないで飼いましょう。
　犬の放し飼いは、人に危害を加えたり、
野犬繁殖の原因となります。

●捨て犬、捨て猫は絶対にやめましょう。
　捨てられた犬や猫は、野良犬や野良猫となって、不幸な一
生をたどるばかりか、社会に対して大きな迷惑となっていま
す。また、捨て犬・捨て猫などの遺棄には罰則（30 万円以下）
が適用されます。

●犬の運動・散歩時に必ずフンの始末をしましょう。
　公園や道路などの公共の場所や、他人の敷地内をフンで汚
さないように、必ず袋などを持参して後始末をしましょう。

●動物も家族の一員、愛情と責任を持って、尊い命を大切に！

犬・猫を愛する皆さまへ犬・猫を愛する皆さまへ

問い合わせは　保健センター
（☎22－1590）へ

ルールとマナーを守りましょう！

※次の日程で登録と予防注射を行いますので、犬を飼っている方は最寄の場所へ必ずお出かけください。



広報 平成21年（2009年）5月1日 〔第610号〕��

健
康
い
き
い
き
情
報

献血実施一覧（５月分）

日・曜 採　血　場　所 住　所 採血時間

15日㈮
加茂谷運送㈱ 楠 根 町 10:00〜11:20
阿波銀行阿南支店（阿南ライオ
ンズ・ライオネスクラブ協賛） 富 岡 町 15:00〜16:30

21日㈭
徳島県南部総合県民局
保健福祉環境部阿南庁舎 領 家 町  9:30〜11:30

キョーエイ羽ノ浦店 羽ノ浦町 13:00〜16:30

22日㈮
阿南市消防本部 辰 巳 町  9:30〜11:00
徳島県南部総合県民局阿南庁舎 富 岡 町 14:30〜16:30

29日㈮
阿南警察署 富 岡 町  9:30〜11:00
道の駅公方の郷なかがわ 那賀川町 12:30〜13:50
日亜化学工業㈱新野工場 新 野 町 14:30〜16:00

※ 400ml 献血のみの実施です。
※一般の方のご協力もよろしくお願いします。

《献血に関するお問い合わせ》
◎徳島県赤十字血液センター （☎088－631－3200）
◎徳島県南部総合県民局保健福祉環境部阿南庁舎（南部総合県民局管内）
  （☎22－0072）

健
康
相
談
の

お
知
ら
せ

　

私
た
ち
の
身
体
は
、
体
脂
肪
や
筋

肉
、
骨
、
水
分
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
組
成
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
基
礎
代
謝
量
や

内
臓
脂
肪
の
状
態
な
ど
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
生
活
習
慣
病
の
予
防

等
健
康
管
理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

日　
時　
５
月
１
日
㈮　

午
前
10
時

〜
11
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－
１
５
９
０
）
へ

健
康
体
操
教
室

　

運
動
制
限
の
な
い
方
で
し
た
ら
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
そ
の
日
の
体
調
に
よ
っ

て
は
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

阿
波
踊
り
体
操
教
室

対　
象　
年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

阿
波
踊
り
体
操
で
、
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。
足
腰
の
強
化
や

転
倒
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
。

日　
時　
５
月
８
日
㈮　

午
前
10
時

〜
11
時

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
阿
波
踊
り
体
操
指
導
員

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物

や
せ
た
い
人
の
た
め
の

健
康
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

対　
象　
40
〜
64
歳

日　
時　
５
月
22
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
〜
正
午（
体
操
は
11
時
か
ら
開
始
）

場　
所　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
関
本
真
美
先
生
（
健
康
運

動
指
導
士
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
バ
ス

タ
オ
ル
、
健
康
手
帳
、
飲
み
物

高
齢
期
か
ら
の

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
教
室

対　
象　
65
歳
以
上

日　
時　
５
月
14
日
㈭　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
体
操
は
10
時
30
分
か

ら
開
始
）

会　
場　
ひ
ま
わ
り
会
館

講　
師　
井
上　

澄
先
生
（
健
康
運

動
指
導
士
）

持
っ
て
く
る
も
の　
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
健
康
手
帳

達
者
で
お
ろ
な

健
康
教
室

　

今
年
か
ら
大
潟
会
館
で
の
「
達
者

で
お
ろ
な
健
康
教
室
」
は
中
止
し
ま

す
が
、
新
た
に
ひ
ま
わ
り
会
館
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

と
き

と　
こ　
ろ

8
日
㈮
中
野
島
公
民
館
上
中
分
館

羽
ノ
浦
公
民
館

11
日
㈪
福
井
町
総
合
セ
ン
タ
ー

長
生
公
民
館

12
日
㈫
新
野
公
民
館

宝
田
公
民
館

13
日
㈬
桑
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

加
茂
谷
総
合
セ
ン
タ
ー

19
日
㈫
椿
公
民
館

25
日
㈪
大
野
老
人
憩
い
の
家

橘
町
総
合
セ
ン
タ
ー

26
日
㈫
ひ
ま
わ
り
会
館

27
日
㈬
那
賀
川
社
会
福
祉
会
館（
旧
町
民
セ
ン
タ
ー
）

椿
泊
老
人
憩
い
の
家

時　
間　
新
野
・
福
井
・
桑
野
・
中

野
島
・
椿
・
大
野
・
那
賀
川
地
区
で

の
開
催
は
、
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、

椿
泊
地
区
は
午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、

そ
の
他
の
地
区
で
は
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
で
す
。

内　
容　
血
圧
測
定
、
検
尿
、
健
康

相
談
や
阿
波
踊
り
体
操
の
ほ
か
「
手

先
を
使
っ
て
脳
の
若
返
り
」
を
テ
ー

マ
に
み
ん
な
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
を
し

て
認
知
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
健

康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ
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サ
ン
ア
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

い
き
い
き
と
し
た
生
活
を
！

　

こ
の
ク
ラ
ブ
は
、
子
ど
も
か
ら
中

高
年
の
方
々
ま
で
誰
も
が
好
み
に
応

じ
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
健
康
づ
く
り
の
場
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

交
流
と
健
康
づ
く
り
に
積
極
的
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。

活
動
期
間　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま

で年
会
費　
高
校
生
以
上
４
千
円
（
継

続
者
の
場
合
は
３
千
円
）、
中
学
生

以
下
千
円
。 

 
 

※
右
記
の
金
額
に
は
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
料
も
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
サ
ン

ア
リ
ー
ナ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
☎
22

－

２
３
０
０
）
へ

～
地
域
に
お
け
る
食
生

活
活
動
を
推
進
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
～

対　
象　
市
内
在
住
で
講
座
終

了
後
、食
生
活
改
善
推
進
員（
愛

称
：
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
け
る
方

募
集
人
数　
20
人
（
事
前
の
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。）

内　
容　
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
の
基
本
講
義
と
調
理
実

習
と
実
技
等

日　
程　
①
６
月
17
日
㈬
午
前

10
時
〜
正
午
②
７
月
15
日
㈬
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
③
８
月
19

日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午
④
９
月

16
日
㈬
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

⑤
11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
〜
正

午
⑥
12
月
16
日
㈬
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
⑦
１
月
20
日
㈬
午
後

１
時
30
分
〜
４
時

会　
場　
ひ
ま
わ
り
会
館

申
し
込
み　
５
月
22
日
㈮
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
健
セ
ン
タ

ー
（
☎
22

－

１
５
９
０
）
へ

食
生
活
改
善
推
進

員
養
成
講
座
受
講

生
募
集
に
つ
い
て

子ども達がバレーボールを通じて元気に！
対　象　小学生 2 年生〜 6 年生

なお、中学生も状況に応じ可能
活動日　毎週火曜日、毎週金曜日（週 2 回）
時　間　午後６時 30 分〜８時
場　所　阿南工業高等学校体育館
定　員　30 名程度
活動費　900 円／月
指導者　阿南工業高等学校バレー部

監督　津田　裕史  
ジュニアバレーボールの基本から試合形式まで
やさしく指導します。

ジュニア男子バレーボール

心も体もリフレッシュ！
対　象　一般男女（若い人から中高年の人まで）
活動日　毎週火曜日
時　間　午後１時 30 分〜２時 30 分 
場　所　スポーツ総合センター
定　員　30 名程度
活動費　2,000 円／月
指導者　エアロビクスインストラクター

友久　加代 さん
初心者ＯＫです。音楽に合わせてリズミカルに
動きます。

エアロビクス
みんなで一緒に、楽しくテニスタイム！

対　象　一般男女（中高年の方々など）
活動日　毎週水・金曜日
時　間　午前９時 30 分〜 11 時 30 分 
場　所　スポーツ総合センター
定　員　30 名程度
活動費　フルコース　　2,000 円／月

各曜日コース　1,200 円／月
指導者　阿南市体育指導委員　峯　満 さん
ソフトテニスのサーブ、ボレーなど基本技術を
指導します。

健康ソフトテニス

気軽にできて、運動不足解消に最適！
対　象　一般男女（中高年の方々など）
活動日　毎週水・木・金曜日（月12回）
時　間　午後１時〜５時 
場　所　スポーツ総合センター
定　員　30 名程度
活動費　フルコース　2,000円／月

４回コース　  900円／月
指導者　西條　勝行 さん
基本技術を学び、クラブ員相互の練習や簡単な
試合形式まで、楽しく活動します。

バウンドテニス

笑顔いっぱい！楽しく汗を流そう！
対　象　一般男女（中高年の方々など）
活動日　毎週火・水・金曜日
時　間　午後１時〜５時
場　所　スポーツ総合センター
定　員　各 30 名程度
活動費　フルコース　1,300円／月

各曜日コース  500円／月
指導者　クラブスタッフ
ラリー練習や簡単なゲーム形式で楽しく活動し
ます。

卓　　球
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阿
南
市
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

　

家
庭
で
子
育
て
を
し
て
い
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
。
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「
阿
南
市
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
事
業
」
と
し
て
、
お
子
さ
ん
が
健

や
か
に
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
、

お
子
さ
ん
と
そ
の
家
庭
に
対
す
る
育

児
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん

と
一
緒
に
遊
び
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

（
羽
ノ
浦
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

１
日
㈮　

元
気
に
遊
ぼ
う

12
日
㈫　

お
話
を
聞
こ
う

（
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
を
使
っ
て
）

22
日
㈮　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
て

草
花
を
植
え
よ
う
（
エ
コ

グ
リ
ー
ン
）

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

26
日
㈫　

お
誕
生
会

８
日
㈮
、
15
日
㈮
、
19
日
㈫
、

29
日
㈮　

親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び

＊
子
育
て
相
談
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
来
所
も
し
く
は
お
電

話
く
だ
さ
い
。

時　
間　
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
２

時問
い
合
わ
せ
は　
親
子
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
☎
44

－

５
０
５
９
）
へ

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

（
今
津
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

　

子
育
て
に
関
す
る
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
お
り
ま

す
。

《
５
月
の
日
程
》

12
日
㈫　

作
っ
て

あ
そ
ぼ
う

19
日
㈫　

お
は
な

し
い
っ
ぱ
い

26
日
㈫　

お
誕
生

会時　
間　
午
前
９

時
30
分
〜
11
時

場　
所　
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
室

※
水
筒
に
お
茶
を

入
れ
て
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　

今
津
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
42

－

０

７
２
０
）
へ

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば（

橘
保
育
所
）

《
５
月
の
日
程
》

12
日
㈫　

み
ん
な
で
遊
ぼ
う

19
日
㈫　

お
話
い
っ
ぱ
い

26
日
㈫　

４
月
生
ま
れ
の
お
誕
生
会

日　
時　
毎
週
月
〜
金
曜
日　

午
前

８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
２
時
30
分

〜
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
橘
保
育
所
（
☎
27

－

１
４
４
１
）
へ

な
か
よ
し
ひ
ろ
ば

（
平
島
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
）

《
５
月
の
日
程
》

12
日
㈫　

お
は
な
し
ポ
ケ
ッ
ト

19
日
㈫　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
午

前
10
時
30
分
か
ら
、
６
〜
７
カ
月
の

赤
ち
ゃ
ん
を
対
象
）
▼
ふ
れ
あ
い
遊

び
（
午
前
11
時
か
ら
、年
齢
は
自
由
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

　

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
参
加
さ
れ

る
方
は
バ
ス
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

26
日
㈫　

お
誕
生
会

※
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
ま
で
。

問
い
合
わ
せ
は　
平
島
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
（
☎
21

－

２
０
０
２
）
へ

❖ 定期予防接種の広域化について ❖
☆阿南市以外の医療機関（県内）でも予防接種を受けることができます。
　対象は、BCG、三種混合、二種混合、日本脳炎、麻しん風しん混合、
麻しん、風しんの予防接種です。
　接種時に必要なもの　母子健康手帳、予診票等です。

平成 20年度より 5年間麻しん風しん混合ワクチン定期予防接種の
対象者が追加されました。

平成21年度対象者は
第3期　　中学 1 年生に相当する年齢

（平成 8 年 4 月 2 日〜平成 9 年 4 月 1 日生まれ）
第4期　　高校 3 年生に相当する年齢

（平成 3 年 4 月 2 日〜平成 4 年 4 月 1 日生まれ）
接種場所　市内医療機関又は県内予防接種広域化委託機関
接種料金　無料（接種時に阿南に住民登録のある方）
接種期間　平成 22 年 3 月 31 日まで
持参するもの
① 麻しん風しん混合予診票（必要事項を必ず記入しておいてください。）
② 母子健康手帳
問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

子
育
て
ひ
ろ
ば

子
育
て
ひ
ろ
ば

▲
お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば
で
行
わ
れ
て
い
る

育
児
相
談
の
よ
う
す
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－

１
５
９
３
）
へ

お
ひ
さ
ま
ひ
ろ
ば

１
日
㈮　

お
年
寄
り
と
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会

８
日
㈮　

母
の
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
製
作

11
日
㈪　

発
育
計
測
＆
健

康
相
談

15
日
㈮　

親
子
で
柏
も
ち

づ
く
り

18
日
㈪　

発
育
計
測
＆
育

児
相
談

21
日
㈭　

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ケ
ア

22
日
㈮　

お
は
な
し
こ
ろ

り
ん

28
日
㈭　

お
誕
生
会

29
日
㈮　

消
防
車
・
パ
ト

カ
ー
見
学
会

※
付
近
で
は
自
衛
隊
造
成

工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

来
所
時
に
は
安
全
運
転
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た

行
事
に
よ
っ
て
は
、
有
料

及
び
事
前
の
申
し
込
み
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
園
時
間　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時

問
い
合
わ
せ
は　
那
賀
川

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
８
８
５

－

38

－

１

１
６
３
）
へ

つ
ど
い
の
広
場
・

す
く
す
く
in
阿
南

　

子
育
て
相
談
や
子
ど
も
と
保
護
者

間
の
交
流
の
場
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

《
５
月
の
日
程
》

８
日
㈮　

新
野
公
民
館

13
日
㈬　

桑
野
公
民
館

20
日
㈬　

長
生
公
民
館

22
日
㈮　

加
茂
谷
公
民
館

27
日
㈬　

福
井
公
民
館

　

ひ
ま
わ
り
会
館
す
こ
や
か
ル
ー
ム

で
の
開
催
は
、
１
日
㈮
、
12
日
㈫
、

15
日
㈮
、19
日
㈫
、26
日
㈫
、29
日
㈮

時　
間　
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

問
い
合
わ
せ
は　
こ
ど
も
課
（
☎
22

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

の
投
与

５
月
の
日
程　
14
日
㈭
、
20
日
㈬

時　
間　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

と
こ
ろ　
ひ
ま
わ
り
会
館

持
っ
て
く
る
も
の　
母
子
健
康
手
帳
、

予
診
票

※
料
金
は
無
料
で
す
。

※
１
回
目
と
２
回
目
の
間
隔
は
６
週
間

以
上
開
け
た
日
程
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

育児ホットライン
☎27－1441（橘保育所）

育児の悩み・相談
１人で悩まないでお電話ください。

水曜日　午前 10 時〜午後３時

子育て一言メモ

　入園、入所から１カ月が経ちました。家庭にいたときは、気にならな

かったことが、集団生活をするようになって「うちの子、これで大丈夫

かしら？」と不安になられた方もいるのではないでしょうか。

　しつけの仕方は、親の子育てに対する思い、何を大事にするかによる

ので、それぞれの家庭で違って当然です。しかし、社会生活をおくる上

でのマナーは、共通するのではないでしょうか。

　人間は未完成なまま生まれてきます。周囲にいる大人や環境によって、

物事の善悪や価値判断を身につけていきます。昔から「三つ子の魂、百

まで」といいますが、この時期にどうした影響を受けるかが将来の生き

方を大きく左右すると言われます。

　では、３歳をすぎると手遅れなのか、と言いますとそうではありませ

ん。「しつけは一つから九つまでの“つ”のつくときにする。」といいま

す。それは、九つまでの子は親の言うことは絶対であると受け入れるこ

とができるからです。

　将来、子どもが社会の一員として自分の力で人間関係を築き、生きて

いけるように今から、しっかりと「しつけ」をしていきましょう。

学校教育課　

… 子育てワイワイトーク …
　赤ちゃんとお母さんのお友達づくりや、交流の場です。ぜひご参加ください。
対　象　１歳未満の赤ちゃん（身体計測は１歳半の子まで）
内　容　身体計測・育児相談・ワンポイントアドバイス
持ってくるもの　母子健康手帳
※始まったら、最初の30分で計測します。その後で、育児に役立つお話をします。

日 程 表

会　場 時　間 曜日
平成
21年

６
月

７
月

８
月

９
月

10
月

11
月

12
月

平成
22年

２
月

３
月

５
月

１
月

羽 ノ 浦 公 民 館 10時〜11時30分
月曜日 11

日
８
日
13
日
10
日
７
日
５
日
９
日
14
日
18
日
８
日
８
日橘町総合センター 13時30分〜15時

阿南ひまわり会館 10時〜11時30分
火曜日 12

日
９
日
14
日
11
日
８
日
６
日
10
日
８
日
５
日
９
日
９
日那賀川社会福祉会館 13時30分〜15時

赤ちゃんワンポイント・アドバイス
（育児に役立つお話です）

母
子
保
健
事
業
や
遊
び
場
所
等
に
つ
い
て

お
母
さ
ん
の
栄
養
の
話
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問い合わせは　保健センター（☎22－1590）へ

　− 子どものしつけは、九つまでに！ −
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人口と世帯数

今月の市税

スポーツ施設５月の休館日

人口 78,606人（－149）
男 37,956人（－  58）

女 40,650人（－  91）

世帯数 28,853世帯（－  13）

●平成21年３月末日現在 (　 )内は前月対比

相　　　　談 日（曜日） 時　　　間 場　　　所 問い合わせは

行 政 相 談 12・26日㈫ 午前9時30分〜
11時30分 市役所市民相談室 市民生活課

☎22－1116

法 律 相 談 7日㈭
午後1時30分〜
4時30分　 要予約 市役所市民相談室

市民生活課
☎22－1116

消 費 相 談 8・22日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

登 記 相 談 22日㈮ 午後1時〜3時 ひまわり会館 市民生活課
☎22－1116

心配ごと相談 11・18・25日㈪ 午前10時〜
午後3時

市民会館内
社会福祉協議会

社会福祉協議会
☎23－7288

出 前
心配ごと相談

11日㈪ 午前10時〜
午後3時 中野島公民館 社会福祉協議会

☎23－7288

特設人権相談 14日㈭ 午後1時30分〜
4時

新野公民館
那賀川社会福祉会館

人権啓発課
☎22－3094

人権相談所 20日㈬ 午後1時30分〜
4時 ひまわり会館 人権啓発課

☎22－3094

健 康 相 談 1日㈮ 午前10時〜11時 ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

栄 養 相 談 21日㈭ 午前10時〜11時
要予約

ひまわり会館 保健センター
☎22－1590

農 業 者
年 金 相 談

15日㈮ 午前8時30分〜
午後5時

市役所
農業委員会事務局

農業委員会事務局
☎22－3790

年 金 相 談 7日㈭ 午前9時〜 要予約
午後4時　

市商工業振興センター 徳島南社会保険事務所
☎088－652－1511

女性の生き方
何でも相談

12・19・26日㈫ 午後1時〜5時
要予約

市民会館内２階相談室 男女共同参画室分室
☎22－0361

7・21日㈭ 午後1時〜4時
要予約

サンアリーナ 7・11・18・25日
那賀川スポーツセンター 7・13・20・27日
羽ノ浦健康スポーツランド 7・11・18・25日

問い合わせは　納税課（☎22－1792）へ

５月の相談日

休日・夜間診療

●休日昼間　午前９時〜午後５時

日 医療機関名 所在地 問い合わせは

3 岸医院 富 岡 町 ☎23－0272

4 阿南医師会中央病院内 宝 田 町 ☎22－1313

5 川田耳鼻咽喉科 宝 田 町 ☎23－1555

6 古川小児科内科 領 家 町 ☎23－3306

10 林整形外科 見能林町 ☎23－6060

17 むらかみ内科循環器 羽ノ浦町 ☎44－1010

24 けんなんメンタルクリニック 日開野町 ☎23－6522

31 宮本内科明治橋診療所 羽ノ浦町 ☎44－3700

※変更の場合があるので、事前に各医療機関に確認してください。

●夜間（毎日）　午後５時から11時
市内の医療機関または阿南医師会中央病院内
※阿南市医師会（☎22－1313）までお問い合わせください。

軽症でも急いで治療の必要がある場合、市内の医療機関で受診できます。
□固定資産税（第 1期、全期）
納期限は、6月1日㈪です。納め忘れのないようにしましょう。

●市税の口座振替について
　平成21年度から市県民税、国民健康保険税の第1期からの
口座振替を希望される場合は、5月15日㈮までに指定金融機
関の窓口で手続きをしてください。

●軽自動車税の口座振替済通知書（納税証明書）
は５月中旬に郵送する予定です。

●市税日曜窓口は　５月31日㈰です。

※相談は無料です。ご予約が必要なものもありますので、
くわしくは直接担当課までお問い合わせください。

（先月は間違って表記していました。お詫びいたします。）



那賀川に架かる橋
　県内で最も長い河川である「那賀川」には、上流から河口までの間に
57もの橋が架かっています。そのうち阿南には10の橋があり、さまざま
な人が行き交い、暮らしや文化をつないできました。

ふるさと「阿南市」のすばらしい魅力を再発見

ぶらりまち紀行

阿南 第36回

細野橋（細野町ー大田井町）
　市内最上流部に位置している細野橋。急流、浅瀬が続く橋付近は昔、高瀬
舟が運行しており、最大の難所であった。

水井橋（水井町ー大井町）
　通学や物資の運搬など、渡し船に依存していた住民にとって、この橋の完成
がいかにうれしかったことが記念碑に記されている。地元篤志の寄付もあり昭
和40年に竣工。鶴林寺から太龍寺へ抜けるお遍路さんもよく利用している。

中央橋（加茂町ー深瀬町）
　市内でもめずらしい潜水橋である。四囲の山並みと緩やかな川の流れが風情
を誘う。同地区の一大イベントである「鯉まつり」の主会場でもある。

持井橋（上大野町ー上大野町）
　碧く、ゆったりとした流れに架かる380ｍの長橋が川の大きさを物語る。昭和49年に開通す
るまでは、渡し舟が運行していた。

那賀川鉄橋（住吉町ー那賀川町）
　鉄道敷設橋として、県内では２番目の長さを誇る。歩道も併設されている。
終戦直前には米軍機の襲撃など、悲しい歴史がある。

那賀川橋（上中町ー羽ノ浦町）
　昭和３年に架橋されて以来80年もの間、幾多の風水害や自動車交通量の
激しさをもしのぎ、県南の大動脈の役割を果たしてきた。通称「古庄の橋」
として親しまれている。

　来園者に対して決して不快な思いをさせない、最高の応対をすることで知られている東京ディ
ズニーランド。そこで本当にあった心温まる話が本となり、読む人の心の琴線に触れる。「パソ
コンにハードディスクがあるように、人間には、はーとディスクがある。そこに幸せの記憶をイ
ンプットしていくと人生をさらに輝かせる」と同書は謳う。広報あなんが目指す思いも同じだ。
市内で起こる幸せと優しさに満ちた話を紡いでいきたいと思う。（Ｙ）

おぱっしょ地蔵（柳島町）

　阿南ぶらりまち紀行「中野島地区遍（通巻591
号）」にて別名「瘤とり地蔵」と紹介いたしまし
たが、地元の方から正しくは「いぼとり地蔵」で
あるとご指摘いただきました。お詫びし訂正いた
します。

編集室の

窓


